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機械設備　　　特記事項（１）

機械設備　　　特記事項（２）

機械設備　　　空調・換気ダクト系統図（更新） ＮＯ ＳＣＡＬＥ

機械設備　　　空調配管系統図（更新）

機械設備　　　機器リスト（更新・撤去）
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機械設備　　　自動制御１階平面図（更新）

機械設備　　　自動制御２階平面図（更新）

機械設備　　　自動制御３階平面図（更新）

機械設備　　　自動制御４階平面図（更新）

機械設備　　　自動制御５階平面図（更新）
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Ａ１＝１／１５０，Ａ３＝１／３００

Ａ１＝１／１５０，Ａ３＝１／３００

Ａ１＝１／１５０，Ａ３＝１／３００

表紙・図面リスト

ＮＯ ＳＣＡＬＥ機械設備　　　消火系統図（更新・撤去）

機械設備　　　１階消火平面図（更新・撤去）

機械設備　　　２階消火平面図（更新・撤去）

機械設備　　　３階消火平面図（更新・撤去）

機械設備　　　４階消火平面図（更新・撤去）

機械設備　　　１階配管平面図（更新）

機械設備　　　２階配管平面図（更新）

機械設備　　　３階配管平面図（更新）

機械設備　　　４階配管平面図（更新）

機械設備　　　５階配管平面図（更新）

機械設備　　　１階ダクト平面図（更新）

機械設備　　　２階ダクト平面図（更新）

機械設備　　　３階ダクト平面図（更新）

機械設備　　　４階ダクト平面図（更新）

機械設備　　　自動制御計装図（更新）

ＮＯ ＳＣＡＬＥ

Ａ１＝１／１００，Ａ３＝１／２００

Ａ１＝１／１００，Ａ３＝１／２００
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Ａ１＝１／１００，Ａ３＝１／２００

Ａ１＝１／１００，Ａ３＝１／２００

機械設備　　　空調配管系統図（撤去）

機械設備　　　１階配管平面図（撤去）

機械設備　　　２階配管平面図（撤去）

機械設備　　　３階配管平面図（撤去）

機械設備　　　４階配管平面図（撤去）

機械設備　　　５階配管平面図（撤去）

Ａ１＝１／１００，Ａ３＝１／２００

Ａ１＝１／１００，Ａ３＝１／２００

Ａ１＝１／１００，Ａ３＝１／２００

機械設備　　　１階ダクト平面図（撤去）

機械設備　　　２階ダクト平面図（撤去）

機械設備　　　３階ダクト平面図（撤去）

Ａ１＝１／１００，Ａ３＝１／２００機械設備　　　４階ダクト平面図（撤去）Ｍ－３６

Ｍ－３７ ＮＯ ＳＣＡＬＥ機械設備　　　自動制御計装図（撤去）

ＮＯ ＳＣＡＬＥ
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Ａ１＝１／１００，Ａ３＝１／２００

電気設備　　　特記事項

電気設備　　　電灯・弱電・自動火災報知設備　１階平面図（更新・撤去） Ａ１＝１／１００，Ａ３＝１／２００

電気設備　　　電灯・弱電・自動火災報知設備　１階平面図（更新・撤去）

電気設備　　　電灯・弱電・自動火災報知設備　１階平面図（更新・撤去）

電気設備　　　電灯・弱電・自動火災報知設備　１階平面図（更新・撤去）

電気設備　　　幹線・動力設備　１階平面図（更新）

電気設備　　　幹線・動力設備　５階平面図（更新）

電気設備　　　幹線・動力設備　４階平面図（更新）

電気設備　　　幹線・動力設備　３階平面図（更新）

電気設備　　　幹線・動力設備　２階平面図（更新）

電気設備　　　受変電設備　単線結線図・配電盤リスト（更新） ＮＯ ＳＣＡＬＥ
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建　築　　　天井改修４階平面図（改修範囲図）

建　築　　　天井改修３階平面図（改修範囲図）

建　築　　　天井改修２階平面図（改修範囲図）

建　築　　　天井改修１階平面図（改修範囲図）

建　築　　　１階　フロント廻り平面図（床暖房改修） Ａ１＝１／５０，Ａ３＝１／１００

建　築　　　仮設計画　１階平面図

建　築　　　仮設計画　２階平面図

建　築　　　仮設計画　３階平面図

建　築　　　仮設計画　４階平面図

ＪＩＣＡ関西　低層階ファンコイルユニット更新工事
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Ⅰ．工　事　名　称

Ⅱ．工　事　概　要

１.　工　事　場　所

２.　建　物　概　要

工事種目

 とする。

各工事の特記仕様書を確認のこと※

※　△を付けたものは既設設備とする。

・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ

・ 中央式

・ 泡消火

・ 現場施工型 ・ 放流水質BOD　　mg/L

・ ポンプアップ式

・ 直放流（ ・ 合流式　　・ 分流式） ・ 非直放流（浄化槽）

・連結散水 ・連結送水

・ 水噴霧消火 ・ 不活性ｶﾞｽ ・ ﾊﾛｹﾞﾝ化物消火 ・ 粉末消火

（・ 水道直結方式　・ 高架水槽方式　・　ポンプ直送方式　）

（・ 水道直結方式（・直圧　・増圧）　・ 高架水槽方式　・　ポンプ直送方式 ）

・ 液化石油ガス ・ 簡易ガス

・ 静止形

・ ファンコイルユニット　　・ ダクト併用方式

・ 鋼製ボイラ（ ・ 立てボイラ　　・ 炉筒煙管式ボイラ）

・ 直だき吸収冷温水機・ 遠心冷凍機 ・ 吸収冷凍機

・ ヒートポンプチラー（ ・ 水冷　　・ 空冷）

・ 法規（ ・ 建基法　　・ 消防法）

・ 空気調和機

・ 将来冷房可能

・ 温風暖房機

・ 暖房専用

・ 全熱交換ユニット

防火区画

５．法令による区画（有の場合は、図示等による）

６．その他（工事内容、留意事項等）

建物別及び屋外

Ⅲ．工　事　仕　様

１．適用仕様等

衛 生 器 具 設 備

給 水 設 備

排 水 設 備

給 湯 設 備

消 火 設 備

ガ ス 設 備

換 気 設 備

空 気 調 和 設 備

排 煙 設 備

中 水 設 備

浄 化 槽 設 備

さ く 井 設 備

電 気 設 備 工 事 ※

建 築 工 事 ※

給 水 方 式

衛 生 器 具 設 備

衛 生 器 具 設 備

衛 生 器 具 設 備

排 水 方 式

浄 化 槽 の 形 式

給 湯 設 備

消 火 設 備 の 種 別

ガ ス の 種 別

空 調 方 式

主 要 熱 源 機 器

全 熱 交 換 器

換 気 設 備

排 煙 設 備

一式 一式

一式 一式

一式一式

一式

一式

一式

一式 一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式一式一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式 一式一式一式

一式 一式 一式一式 一式

一式

改修

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

２．補足基準等

３．現場に常備する図書等

４．特　記　仕　様

１.適用仕様等 及び２.補足基準 のうち、当該工事に係る図書等については現場事務所に常備し、監督職員の承認を得ること。

項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

・露出形　　・埋込形

・床置型　　・壁掛型

による。

・冷凍空気調和機器施工（冷凍空気調和機器施工作業）

・節水型ＦＶ（バキュームブレーカ付）　　・タンク式

・洋風大便器（※節水型　　・一般型　　・高座面形）

※特記なき電線は、600Vビニル絶縁電線とする。

イ）無筋コンクリートの配合は、1：2：4とする。

※可とう電線管は、2種金属可とう電線管とする。

及び費用を請負者の負担にて速やかにおこない、その検査に合格すること。

・和風大便器（※節水型　　・一般型）　※耐火カバー（防火区画貫通部）

大便器は1組に1個、小便器は2組に1個とする。（※シール　・陶器製　・アクリル製）

※洗面化粧台キャビネット部材は、ホルムアルデヒト放散量が日本農林規格（JAS）で

※節水コマ付　　・普通コマ付

　定めるF☆☆☆☆基準のものとする。

給水管、給湯管、排水管、通気管 　（・本ユニット内　※本ユニット外）

70°□×1300（※人研製　・レジコン製　・SUS製）

　　上水（青）　　ガス（緑）　　消火管（赤）　　中水（黄色）　　油（茶）

　　その他については、監督職員（係員）の指示による。

地中埋設は、ペトロラタム系ペーストを塗布のうえ、ペトロラタム系防食テープ1/2重ね

コンクリート内の防食は、防食用ビニルテープ巻（1/2重ね１回巻）とする。

すること。

※標準仕様書による。　・図示による。

給水管その他の管が、建築基準法施行令第112条第15項の準耐火構造の防火区画等を貫通

する場合の措置は、図５による。

※鋼材・ボルトナットを屋外又は多湿箇所に使用する場合は、溶融亜鉛メッキ（2種35）

　又は、ステンレス鋼製（SUS304）とする。

埋設深さは150mm、テープ幅は150mm以上（図1-1）とし、色については次による。

　　　地域係数（Z）は、1.0とする。

（２）地域係数（Z）

＊次に示す機器を、重要機器、重要水槽とし、それ以外の機器を一般機器、一般水槽とする。

＊耐震安全性の分類

（　）書きの数値は防振機器

13階建以上の場合は上層4階

　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

＊上層階の定義は、次のとおりとする。

　　　機器毎の耐震安全性の分類及び設置場所により以下表より求める

（１）設計用標準震度（Ks）

※構外搬出　　・構内敷き均し

※18建設副産物の処理についての項を適用すること。

※フロンの処理は、19フロン処理についての項を適用のこと。

ハ）電動機の周波数は、60Hzとする。

ロ）電動機出力は、原則として、表示された出力以下の容量とする。

　　とする。

イ）機器類の能力、容量等（電動機出力は除く）は、原則として、表示された数値以上

なお、材料及び製品については、地域産材の使用に努めること。

掘削深さ（1,500 mm以上）の掘削には矢板を使用すること。

※設けない　　・設ける　（　 10 ㎡程度）　備品については監督員の指示による。

用水及びプールの水張りを含む）及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

呼び径100以下はねじ接合、125以上はフランジ接合とする。

・普通　　・盗難防止形　　・耐食　　・盗難防止形耐食　　・身体障害者対応

この工事に必要な工事用電力（仮設及び試運転調整用電力を含む）、水（機能検査、消火

飲料用の給水・給湯管,継手,弁類,水栓等については、鉛に関する浸出性能基準を満足

この工事に必要な官公署その他の関係機関への諸手続等は、これに必要な資機材、労務、

下記の測定表を提出する。

※施工区分表による　　　・図面詳細による

・配管（建築配管作業）　・建築板金（ダクト板金作業）　・熱絶縁施工（保温保冷工事作業）

あと施工アンカーの施工は、(一社)日本建築あと施工アンカー協会の有資格者にて行うこと。

１回巻きを行う。さらにプラスチックテープ1/2重ね１回巻きを行う。継手は凹部分にペ

※専用洗浄弁式　　　・洗浄弁式

トロラタム系マスチックを詰め、表面を平滑にしたうえで防食シートで包み、プラスチッ

※特記なき電線管は、薄鋼電線管又は同一外径のねじなし電線管とする。

既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の孔開けは、原則としてダイヤモンドカッター

・水中ポンプ（・上水　　・汚水）　　　　 極　　・小形給水ポンプユニット　　　　　　極

・揚水ポンプ　　 　極　　・冷温水ポンプ　　 　　極　　・冷却水ポンプ　　　　　極

この工事で設置する鍵類の仕様については、監督職員（係員）の承諾を受けること。

クテープを1/2重ね1回巻きとする。

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」による。

・温度　・湿度　・風量　・騒音　・水圧　・排水満水　・気密　・室内気流　・塵埃

この工事に使用する機材は、監督職員（係員）の承諾を受けること。

住宅においては20戸以上、住宅以外の建物については1,500m

ロ）鉄筋コンクリートの設計強度は、18N/mm

以上の工事に適用する。

・小口径桝立上り管・硬質塩ビリサイクル管（・※VU）

※要

ハ）転倒防止用の鎖（・別途工事　　※本工事）

　　　　　　　　　・スパイラルダクト　・耐火二層管工法　　・VP管工法

　　　　　　　　　・スパイラルダクト　・耐火二層管工法　　・VP管工法

・標準基礎　　・防振基礎

・子メーター（・貸与品　　※買取り）

・親メーター（※貸与品　　・買取り）

・床置（・標準基礎　　・防振基礎）

イ）排気フードの補強及び支持金物、接合材等は、亜鉛鉄板製風道の当該事項による。

ロ）材質　　※ステンレス製　　・亜鉛鉄板製

イ）風量測定口　　ロ）チャンバー等　　ハ）吹出口及び吸込口の材質

ハ）グリースフィルターは、設置台数と同数の予備品を納入する。

・天吊（標準図による。）

※要（隠ぺいの箇所のみ）　　・不要

ニ）防煙ダンパー　　ホ）消音内貼り　　ヘ）防振つり金物

※別途

イ）防振継手　ロ）ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ ハ）防振吊り金物及び支持金物（ただし揚水管のみ）

・一般敷地（・300 mm　・　　 mm）　・構内車両通路（・600 mm　・　　 mm）

・水道事業者指定品（・貸与品　　※買取り）　　・国土交通省型　　・その他

　とし、青銅製弁は管端防食継手の規定に準じた管端コアを備えたものとする。

・塩ビライニング鋼管及びポリ粉体鋼管の配管に取り付ける鋳鉄製の弁はライニング弁

・鋳鉄製ストレーナーはライニングを施したものとする。

・その他の部分　JIS（・5K 　　・10K ）

・水道直結部分　JIS（※10K 　　・　　　　）

　　　　　　　・ステンレス鋼管（SUS）　（・圧縮接合　・溶接接合　・拡管接合）

　　　　　　　・架橋ポリエチレン管またはポリブデン管（さや管工法）

　　　　　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－VB）　・ポリ粉体鋼管（SGP－PB）

・雑排水管  ・配管用炭素鋼鋼管（白）　・硬質塩化ビニル管（VP）　・カラーVP

イ）給気用ダクト　　※割込み方式　　・直付け方式

ロ）排気用ダクト　　※割込み方式　　・直付け方式

ロ）排気用ダクト　・アングル工法　・コーナーボルト工法（・共板　・スライドオン）

イ）給気用ダクト　・アングル工法　・コーナーボルト工法（・共板　・スライドオン）

※指定色仕上げ　　・指定なし

※計量法　検定合格品とする。

下記のものは、空気調和設備の当該項目を適用する。

・国土交通省型　図２による。

※用いる(図４による。)　塩ビライニング鋼管と給水栓・銅合金製配管附属品等との接続

下記のものは、空気調和設備の当該項目を適用する。

※厨房　　※浴室（シール有）

・屋外排水管・硬質塩化ビニル管（・VP　・VU）※呼び径125以上は原則としてVUとする。

図面詳細による他、下記による。

図面詳細による。

・通　気　管・配管用炭素鋼鋼管（白）　・硬質塩化ビニル管（VP）　・カラーVP

・鋼　管（・ねじ込み式　　・MD継手　　・　　　　　　）

図５による。

ビニル製伸縮継手

排水流し下のビニル製排水管には差込（VV）ソケットを使用すること。

特記以外JIS 5K とする。

排水鋳鉄管系統の床上掃除口直下に取付ける管は45°2回曲りとする。

図示による。

※標準図（・（a）　・（b）　※（c）スリークッション）による。 

・屋内消火管　（・要　　※不要）　　　・屋外露出消火管　（※要　　・不要）

・配管用炭素鋼鋼管(白)(屋内)　・外面被覆鋼管（・SGP－VS ・SGP－PS）

・標準基礎　　・防振基礎

※減圧弁付

・要　　・不要

　　・耐熱塩ビライニング鋼管　・鋼管 　・保温付被覆銅管　　・被覆断熱銅管

イ）・ステンレス鋼管（・圧縮接合　・溶接接合）　・保温付ステンレス鋼管

　　・架橋ポリエチレン管またはポリブデン管（さや管工法）

ロ）銅管使用の場合はＭ管とし、電食防止継手を取付ける。

オーバーフローはクロームメッキ銅管にて最寄りの流しに間接排水する。

ロ）コンクリート埋設部（・防水麻布巻　　・保温施工）

イ）膨張水槽の保温（・要　　・不要）

JIS 5K とする。ただし、特記部分はJIS 10K とする。

・ガス　　・灯油　　・電気

※用いる（図４による。）

ガス湯沸器用排気筒は、JIS S 3025によるSUS304(厚さ0.3mm以上)とする。

・瞬間式　　・貯湯式　　・風呂給湯器（オートタイプ）

屋内地中配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－VD）　・ポリ粉体鋼管（SGP－PD）

屋外地中配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－VD）　・ポリ粉体鋼管（SGP－PD）

厨房、浴室等のシンダー内配管　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－VD）

　　　　　　・硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)　　・耐火二層管

　　　　　　・硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)　　・耐熱硬質塩化ビニル管　　・耐火二層管

・都市ガス（ガス種　※13A　・12A　）   ・液化石油ガス

屋外埋設配管　・ポリエチレン管JIS K 6774

一般配管　　　・配管用炭素鋼鋼管（白）　　・ガス用ステンレス製フレキシブル管

　　　　　　　・硬質塩ビ外面被覆鋼管　　　・ポリエチレン被覆鋼管

ピット内配管　・硬質塩ビ外面被覆鋼管　　　・ポリエチレン被覆鋼管

・本工事　　・別途工事

※ガス漏れ警報器工事は、住宅工事においては原則として行わない。

液化石油ガス設備士による施工とする。

（財）日本エルピーガス機器検査協会、検査合格品とする。

※要　　・不要

・標準図（・（ａ）　・（b）　※（c）スリークッション）による。

イ）ガスメーター　親メーターはガス供給事業者より借用、子メーターは買取りとする。

連動スイッチ（・要　　・不要）

ニ）ボンベ置場のコンクリート基礎（※別途工事　　・本工事）

イ）ガスメーター（・買取り　　・借用）　　ロ）集合装置（・別途工事　　※本工事）

※低圧ダクト　　　・高圧ダクト

厨房排気ダクト（矩形ダクトに限る）の板厚は、表１による

一般配管　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－VA)　 ・塩ビライニング鋼管(SGP－VD)

　　　　　　　・ポリエチレン管　1種（PE）　（・溶着接合　・金属継手接合）

　　　　　　・硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)　・耐火二層管

・汚 水 管  ・硬質塩化ビニル管(VP) 

空気調和・衛生工学会規格SHASE-S 217（グリース阻集器）によるものとする。

　　　　　　・排水用塩ビライニング鋼管

　　　　　　・排水用塩ビライニング鋼管

・排水用塩ビライニング鋼管（・MD継手　　・　　　　　）

　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP)　・鋳鉄管（　　　型　　　種）

　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP)

 　　　　 　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP） ・水道用硬質塩化ビニル管（VP）

　　ミカゲ（未舗装部）　鋳鉄（歩道部）　保護鋳鉄（車道部）（・T-8　・T-14　・T-25）

※標準仕様書による。

※標準仕様書による。

・設ける

ホ）蒸気及び油配管は配管用炭素鋼鋼管（黒）とする。

ハ）温度ヒューズ（・取り付ける　　・取り付けない）

ロ）ユニット形空気調和機（・標準架台　・防振架台）

・流量調節弁　　・定流量弁（流量設定が可能なもの）

ハ）分岐方法（※割込み方式　　・直付け方式）

ヘ）チラーユニット（・標準架台　・防振架台）

イ）形状　　・スリット形　　・パネル形　 ・ダンパー形

・亜鉛鉄板製　　・普通鋼板製

・要　　・不要

別紙による。

ロ）開放装置　　・手動　　・手動及び遠隔操作可能なもの

※要（指定機器）　　・不要

※要（指定機器）　　・不要

JIS 5K とする。ただし特記部分はJIS 10K とする。

・ベローズ形ステンレス製　　・合成ゴム製

チ）膨張管、安全管及び膨張水槽よりボイラへの給水管の配管材料は、水道用亜鉛

　　メッキ鋼管とする。

ハ）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー、ホッパーには排水弁を設ける。

　　ｂ)ダブル形　　　250×（L＋100）×300H

　　ａ)シングル形　　200×（L＋100）×300H

ロ）ブリーズライン形吹出口には、下記の接続チャンバーを設ける。

　　ｂ)ネック径が200φをこえるもの　　500×500×300H

　　ａ)ネック径が200φ以下　　　　　　400×400×250H

イ）シーリングディフューザーには、下記の接続チャンバーを設ける。

・スパイラルダクト　・ステンレスダクト）

下記のものは本仕様による。

ハ）吸込口　　・鋼板製　　※アルミ製（外気吸込口には防虫網付とする。）

ロ）シーリングディフューザー　　・鋼板製　　※アルミ製

ロ）復帰方式　　※遠隔式（※電気式　　・空気式）　　・手動式

イ）操作方式　　・電気式　　・空気式

ニ）表示用端子（・設ける　　・設けない）

鋼板厚（・4.5mm　　※3.2mm）

下記のものは本仕様による。

イ) 建物内の空気抜き管の保温は、空気抜き弁までとし、仕様は温水管の項による。

ハ) 内貼りチャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。

ロ) 施工箇所は、図示した風道並びにチャンバー類とする。

ヘ) 隠ぺい風道の保温でフランジ部は保温材２枚重ねとする。

・防振つり金物（・シングル　　・ダブル）（・中央機械室　　・各階機械室）

イ）種別（※低圧ダクト　　・高圧ダクト）

イ) 内貼りの材料及び施工法は、標準仕様書の当該事項による。

標準仕様書によるほか、取付を図示された部分に取付ける。

ロ）冷温水管　・配管用炭素鋼鋼管（白）　　・耐熱塩ビライニング鋼管

　　　　　　　・一般配管用ステンレス鋼鋼管

ヘ）冷媒管（・銅管　　・断熱材被覆銅管（製造者標準品））

ト）冷媒管の区画処理（・有（※国土交通大臣認定工法　・その他）　・無）

ニ）ドレン管の材質　・配管用炭素鋼鋼管（白） 　 ・カラーVP

※施工区分表による。　　・図面詳細による。

イ）パッケージ形空気調和機（・防振パット　　※木台　　※転倒防止処理）

ハ）送風機（・標準架台　・防振架台） ニ）ポンプ（・標準架台　・防振架台）

ホ）冷凍機（・標準架台　・防振架台）

ハ）排水管　・配管用炭素鋼鋼管（白） ・硬質塩化ビニル管（VP） ・カラーVP

・結露防止層付塩化ビニル管　・硬質塩ビリサイクル管（RF-VP）

イ）ユニバーサル形吹出口　　　　・鋼板製　　※アルミ製

ロ) 空気調和機・ファンコイルユニット等の排水管の保温は、給排水衛生設備の排水管

　　の項による。

※ファンコイルユニット付属品　　イ) 運転表示ランプ　台数の1/2以上

                            　　ロ) フィルター　各型番台数の1/2以上

※自動巻取形空気濾過用フィルター（各台1巻）

※要（※標準仕様書による。　　・図示による。）　　・不要

イ）防油堤（コンクリート製）　　※別途工事　　・本工事

ロ）フロートスイッチの機能は、下記による。

・給油ポンプの起動、停止　　・満油警報　　・減油警報

ハ）油面計（・フロート式　　・ゲージ式）

イ）タンク室　　・設けない　　・設ける（・別途工事　　・本工事）

ロ）計量器（・計量尺　・直読式（防水蓋スプリング付、プロテクター共）　・遠隔式）

ハ）土工事　・オープンカット　・矢板（・有　・無）　・特殊基礎（・有　・無）

※長さは標準仕様書による。

・ベローズ形　　・合成ゴム製（・合成ゴム製　・３山ベローズ形）

ニ）冷却水管　　※塩ビライニング鋼管（※SGP-VB　・　　　）

イ）給水管　　・塩ビライニング鋼管（・SGP-VB　・SGP-VA）

※ユニット形空気濾過器　　　　　　個

イ）冷媒　※HFC系（R407C，R410A，R134a, R32等）

※HFC系（R407C，R410A，R134a, R32等）　・自然冷媒（CO2，NH3)

・設ける（煙道の直線部に直径80φ以上のフランジ付とする。）　　・設けない

ロ）冷媒管（※断熱材被覆銅管（断熱厚さ：液管10mm(液管の管径9.52mm以下は厚さ8mm)、ガス管20mm））

・結露防止層付塩化ビニル管　・硬質塩ビリサイクル管（RF-VP）

ヘ）※2015年省エネ基準値対応品とする（各メーカ最高APF機種）

夏　季

冬　季

外　　　　　気
室内

一　般　系　統

機械設備工事特記事項

階　　数構　　造 )延面積(ｍ
2

受水槽有効容量等

戸数・浄化槽人槽

の　種　別

防火対象物
建　　物　　名　　称

３．工　事　種　目　（ ・ 印を付けたものを適用する）

屋　　外

４．本　工　事　設　備　概　要　（ ・ 印を付ける）

給水方式

・ 重力式

・ 局所式

中水水源（・ 雑用水処理水　・ 雨水　・ 井水　）　　

・ 敷地外放流方式

・ 建物内汚水と雑排水（ ・ 分流　　・ 合流）

・ ユニット型

・ 屋内消火栓( ・1号・2号・易操作性1号)

・ 合併処理

・ 屋外消火

・ 都市ガス

上水水源（・ 市水　・ 井水）　　法的区分（・ 小規模貯水　・ 簡専　・ 専用水道）

中水給水方式

・ 回転形

・ 鋳鉄製ボイラ

・ ダクト方式

・ パッケージ方式（ ・ 中央式　　・ 各階式　　・ 個別式）

・ 温水

・ 温風暖房機

・ 往復動冷凍機

・ 機械換気（ ・ 有　　・ 無）

・ 機械排煙（ ・ 有　　・ 無）

・ 直接暖房（ ・ 蒸気　　・ 温水）

・ 温風暖房

排煙区画（・有　　・無）

共住区画（・有　　・無）

令8区画 （・有　　・無）

112条区画（・ 有　　・無）

114条区画（・ 有　　・無）

延焼のおそれがある部分（・ 有　　・無）

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の仕様書による。

　年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

　ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、担当者と協議すること。

　（８）「建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）」　独立行政法人　建築研究所監修

　（９）「建築工事安全施工技術指針・同解説」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

　（10）「建設廃棄物処理指針」　厚生労働省生活衛生局

　（11）「建築物解体等に係るアスベスト飛散防止対策マニュアル」　環境省大気保全局（環境省アスベスト飛散防止対策研究会）

　適用仕様等、図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の基準、指針、要領、標準図等による。

　年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

（３）図面に明記なくも関係法規上・機能上・意匠上当然と認められるものは、本工事にて施工すること。

（１）章および項目は番号に ・ 印のついたものを適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は、原則として※印を選択するが、それ以外を適用する場合は  ・ 印をつけて選択する。

量 水 器

量 水 器 桝

弁 類

弁 桝

配 管 材 料

引 込 納 付 金 等

ポ ン プ 基 礎

建 物 導 入 部 配 管

管 の 埋 設 深 さ

配 管 材 料

管 接 合

可 燃 材 の 区 画 処 理

弁 類

コ ンク リ ート 桝ふ た

小 口 径 桝 ふ た

伸 縮 継 手

グ リ ー ス ト ラ ッ プ

満 水 試 験 継 手

管 類

弁 類

貯 湯 式 ガ ス 湯 沸 器

排 気 筒 及 び 煙 突

保 温

湯 沸 器

燃 料

消 火 ポ ン プ の 基 礎

フ ー ト 弁 ・ 呼 水 槽

屋 内 消 火 栓 弁

保 温

管 類

消 防 設 備 士

種 類

管 類

都 市 ガ ス

液 化 石 油 ガ ス

ガ ス 漏 れ 警 報 器

施 工 資 格

ガ ス 栓

絶 縁 継 手

建 物 導 入 部 配 管

ダ ク ト の 種 別

ダ ク ト の 分 岐 方 法

換 気 フ ー ド

厨 房 排 気 フ ー ド

多 湿 箇 所 の 範 囲

送 風 機 の 基 礎

他 の設 備 項目 の適 用

他 の設 備 項目 の適 用

差込ソケット( V V )

器 具 接 続 用 管 端 　

　 　 　 防 食 管 継 手

器 具 接 続 用 管 端 　

　 　 　 防 食 管 継 手

ガ ス湯 沸 器の 付属 品

厨 房 ダ ク ト の 板 厚

ダ クト の 工法 ・種 類

湯沸機用排気筒の断熱

及びサクションカバー

床上掃除口直下の曲管

発 生 材 の 処 理

残 土 処 分

官 公 署 そ の 他 へ の

手 続 き 　 　 　 　 　

測 定 表

他 工 事 と の 取 合 い

技 能 士 の 適 用

あ と 施 工 ア ン カ ー

監 督 員 事 務 所

工 事 用 電 力 ・ 水

　 　　 　 　・ その 他

足 場

矢 板

機 材

容 量 等 の 表 示

耐 震 施 工

防 火 区 画 等 を 貫 通

給 水 管 等 の 材 質

吊 り 及 び 支 持 等

埋 設 標 識 テ ー プ

地 中 埋 設 標

地 中 埋 設 及 び コ ン

コ ン ク リ ー ト 強 度

は つ り

電 線 管

電 線

鍵 類

大 便 器

大 便 器 洗 浄 方 式

小 便 器

小 便 器 洗 浄 方 式

標 示 板

洗 面 化 粧 台

水 栓

鏡 　 　 　 　 　 　

化 粧 棚

水 栓 柱

壁掛形汚物流しﾕ ﾆ ｯ ﾄ

ポ ンプ 電 動機 の極 数

  クリート内の防食

    す る 配 管

ライニング鋼管の継手

ダ ク ト の 材 質

排 煙 口

中 央 監 視 制 御

電 源 装 置

温 湿 度 調 整 目 標 値

中 央監 視 制御 装置 の

　 　　 　 構成 ・機 能

電 気 工 事 の 範 囲

パ ッケ ー ジエ アコ ン

配 管 材 料

冷 媒

弁 類

防 振 継 手

ダ ク ト

風 量 測 定 口

チ ャ ン バ ー 等

（ シ ャ ッ タ ー 共 ）

防 煙 ダ ン パ ー

煙 道

保 温

消 音 内 貼 り

機 器 類 の 架 台

機械室( 配管・風道) の

　 　 　 　 つ り 金 物

温 度 計

圧 力 計 及 び 連 成 計

瞬 間 流 量 計

油 サ ー ビ ス タ ン ク

地 下 貯 油 槽

予 備 品

ア ワ ー メ ー タ ー

度 数 計

煤 煙 濃 度 計

ば い じ ん 量 測 定 孔

ファンコイルユニット

　 　 　 用 調 節 弁

吹出口・吸込口の材質

（パッケージエアコンを除く）

フレキシブルジョイント

重要機器

2.0

（2.0）

1.5

（1.5）

1.0

（1.0）

重要水槽

1.5

1.5

2.0

一般機器

1.5

（2.0）

1.0

（1.5）

0.6

（1.0）

一般水槽

1.5

1.0

1.0

重要機器

（1.0）

0.6

（1.5）

1.0

（2.0）

1.5

重要水槽

1.0

1.0

1.5

一般機器

（0.6）

0.4

（1.0）

0.6

（1.5）

1.0

一般水槽

1.0

0.6

0.6

・一般の施設・特定の施設

耐震安全性の分類

地階及び１階

中間階

屋上及び塔屋

上層階、

設置場所

（ ・特定の施設　・一般の施設 ）

４．

５．

６．

７．

８．

９．

10．

11．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

10．

１．

２．

３．

２．

１．

３．

２．

４．

１．

７．

３．

４．

５．

６．

３．

２．

１．

15．

14．

11．

12．

13．

16．

章
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２
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工

事

３

共
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項

４

衛
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具

設

備

2

2

10

５

給

水

設

備

６

排

水

設

備

７

給

湯

設

備

８

消

火

設

備

９

ガ

ス

設

備

換

気

設

備

３．

１．

２．

１．

６．

８．

７．

10．

11．

９．

４．

５．

３．

２．

10．

９．

８．

11．

７．

６．

５．

４．

８．

５．

６．

１．

２．

１．

４．

１．

２．

３．

２．

７．

５．

４．

６．

３．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

10．

１．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

10．

２．

11

12

13

排

煙

設

備

自

動

制

御

設

備

　

空

気

調

和

設

備

温　　度

（DB）

1.9℃

湿球温度

（WB）

湿　　度

（RH）

温　　度

（DB）

26.0℃

22.0℃

湿球温度

（WB）

湿　　度

50％

40％

（RH） （DB）

温　　度

℃

℃

温　　度

（DB）

℃

℃

湿　　度

（RH）

％

％

湿　　度

（RH）

％

％

１．

１．

２．

３．

２．

１．

29．

27．

10．

11．

12．

９．

13．

14．

19．

７．

15．

16．

17．

18．

26．

28．

２．

３．

25．

20．

21．

22．

23．

24．

６．

５．

８．

４．

ハ）冷媒管及びドレン管の区画処理（ ・有（※国土交通大臣認定工法　・その他）・無）

ホ）室外機の基礎（ ・標準架台  ・防振架台）

ロ）工法・種類（ ・アングル工法　・コーナーボルト工法（ ・共板　・スライドオン）

ハ) 還り風道の保温（ ・要　　・不要）　　ニ) 膨張水槽の保温（ ・要　　・不要）

ホ) 内貼りチャンバー等の保温（・要　　・ 不要）

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

受託者名

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

Ｍ－０２

A1:S=NO SCALE

A3:S=NO SCALE

兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通１－５－２

ＪＩＣＡ関西 ＲＣ造、Ｓ造 地上１３階 塔屋２階 ９，６６８．２２ １６項イ －

ＪＩＣＡ関西

改修

改修

改修

・ 地域冷暖房

本工事は、１階から４階のＦＣＵの更新、１階および４階の一部の室について、ペリメーターヒーターを設置する。

工事は、一部の室（本施設との協議による）を除き、金曜日の施設業務終了時から月曜日の業務開始時間までの間に行うものとする。

ＦＣＵ更新に伴い、

　（１）「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（２）「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（３）「公共建築工事標準仕様書（建築工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（４）「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（７）「公共住宅建設工事共通仕様書（平成2 8 年版）」　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修

　（１）「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（２）「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（３）「建築工事標準詳細図（建築工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

　（４）「機械設備工事監理指針（平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「電気設備工事監理指針（平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「建築工事監理指針（平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（７）「建築改修工事監理指針（平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、担当者と協議すること。

・他工事　　　・本工事（建築図による。）

・要（・本工事　　・電気工事）　　・不要

34.4℃ 27.4℃ 58.7％ 18.8℃

-0.6℃ 56.2％ 14.1℃

機械設備　特記事項（１）

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター



工事の区分

14

15

20

19

16

水 源

配 管 材 料

誤 接 続 の 防 止 対 策

試 験

　 グラスウール保温筒 　　　　　　　　粘着テープ

１.アルミガラスクロス化粧付　　　 ２.アルミガラスクロス

１.ポリスチレン　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　４.着色アルミガラス

２．アルミガラスクロス粘着テープ　　３．きっ甲金網（鉄）

アルミガラスクロス化粧

アルミガラスクロス化粧

１．ロックウールブランケット　　２．鉄線　　３．着色亜鉛鉄板

１．屋内隠ぺい

屋内隠ぺい ２．１．鋲

ロックウール保温帯

３．アルミガラスクロス粘着テープ　　４．きっ甲金網（鉄）
ロックウール保温板

　 保温帯

１.グラスウール

４.鉄線

　 フィルム

３.ポリエチレン

２.鉄線　 グラスウール

　 保温帯

　 クロス化粧 　 保温帯

　 グラスウール

　 クロス化粧

　 保温帯 ２.鉄線

１.グラスウール １.アルミガラス１.アルミガラス

　 テープ

　 クロス粘着

３.着色亜鉛鉄板

　 クロス粘着

２.アルミガラス２.アルミガラス

　 テープ ５.ステンレス鋼板

　 グラスウール保温筒 　　　　　　　　　　粘着テープ

１.アルミガラスクロス化粧付　　　 　　２.アルミガラスクロス

１.鋲１.鋲

３.着色亜鉛鉄板

１.鋲１.鋲

２.グラスウール２.アルミガラス

　 クロス化粧 　 クロス化粧　　保温板 　 保温板

２.アルミガラス ２.グラスウール

　 グラスウール 　 グラスウール

　 保温板 　 保温板

３.ポリエチレン

　 フィルム

　 クロス粘着

　 テープ 　 テープ

３.アルミガラス

　 クロス粘着

３.アルミガラス ４.鉄線

５.ステンレス鋼板

 　保温筒

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　クロス

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　４.着色アルミガラス

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　 クロス

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　４.・ステンレス鋼板

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　 　・ガルバリウム鋼板

１.ポリスチレン　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　４.・ステンレス鋼板

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　フィルム　　　　　 ・ガルバリウム鋼板

１.錆止めペイント　２.調合ペイント

 　　（２回）　　 　　（２回）

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

 　プライマー　　 　　（１回）　　　　　 （２回）

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.アルミガラスクロス

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　 化粧原紙

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.合成樹脂製カバー

１.被覆銅管の断熱材　２．保温化粧ケース

１.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.・ステンレス鋼板

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 ・ガルバリウム鋼板

１.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.着色アルミガラス　　

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　 　　　クロス　　　　　　　　　

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム

１.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.合成樹脂製カバー

１.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.アルミガラスクロス

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 化粧原紙

１.被覆銅管の断熱材　２．保温化粧ケース

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.合成樹脂製カバー

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.アルミガラスクロス

１.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.アルミガラスクロス

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.アルミガラスクロス

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　　フィルム

　 フォーム保温筒 　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 

　 フォーム保温筒 　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.着色アルミガラス　　

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　  フィルム　　　 　　　クロス　　　　　　　　　

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.・ステンレス鋼板

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　  フィルム　　　　　　 ・ガルバリウム鋼板

給水管 排水管 消火管 給湯管 ガス管

温水管 蒸気管
冷水管

冷温水管

ブライ

ン管
冷媒管

冷水管

１
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１
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 その他の副産物

※浄化槽仕様書による。

※加圧給水ポンプ（住宅物件）の仕様については、加圧給水ポンプユニット仕様書

（国土交通省仕様）による。

引取証明書、業者登録書のコピー

・・・フロン類回収・運搬

フロン類引渡

委託確認書

回収・運搬・破壊費用支払

「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」に従い処理すること。

業務用冷凍空調機器の

有無の事前確認への協力

委託確認書

・・・フロン類破壊処理、一部再生利用

引取証明書、業者登録書のコピー
フロン回収証明書

業務用冷凍空調機器の有無の確認

確認結果を書面で説明

（地中埋設部）

注）若草色とは黄緑色をいう。

６．上記以外の異種金属接続部

５．水抜きテスト弁と塩ビライニング鋼管接続部

絶縁エルボ

　　絶縁エルボ又は絶縁オスメスソケットを使用すること。

絶縁オスメスソケット

４．水道メーター（砲金）、伸縮弁（砲金）、伸縮メーターユニオン（砲金）と塩ビライニング鋼管

　　接続部

３．マイクロエアベンド及びエアセパレーターと塩ビライニング鋼管接続部

２．衛生器具（水栓類、便器、洗面器等）接続管と塩ビライニング鋼管接続部

１．砲金製バルブと塩ビライニング鋼管接続部（コア入りバルブは除く。）

図４　異種金属接続部

給水管等の外径

引取証明書

配　管　等

名　　称 摘　　要

項目 区分

保温種別施工箇所
区別

保温種別区分

施工箇所
区別

保温種別

屋内露出
屋内隠ぺい

多湿箇所居室･廊下

屋外露出
区分

２．

１．

３．

４．

※ 硬質塩化ビニル管及び鋳鉄管のコンクリート、地中埋設部は防食施工しない。

※ 支持金物仕様PS内（鋼製）、屋外（SUS製）、その他（樹脂製）とする。

※ 間仕切壁（PL板除く）貫通の場合は両側にプラスチックプレート取付のこと。

※ サニタリーベンド及び通気管の屋内露出部分は塗装する。

※ 屋内露出（便所）の通気管は塗装する。

※ コンクリート貫通部分には、防食処理を行う。

※ さや管ヘッダー工法におけるヘッダー管は保温を行うこと。

建設副産物の処理内容

屋 内 露 出

機 械 室 ・ 倉 庫

床 下 ・ 暗 渠 内

黒 管 塗 装

白 管 塗 装

天井内･ P S 内･ 空隙壁中

屋 外 露 出 ・ 多 湿 箇 所

屋 外 露 出 ・ 多 湿 箇 所

床下･ 暗渠内･ ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 内 

屋 内 露 出

屋 内 露 出

屋 内 露 出

機 械 室 ・ 倉 庫

機 械 室 ・ 倉 庫

天井内･ P S 内･ 空隙壁中

天井内･ P S 内･ 空隙壁中

天井内･ P S 内･ 空隙壁中

床下･ 暗渠内･ ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 内 

床下･ 暗渠内･ ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 内 

屋 外 露 出 ・ 多 湿 箇 所

屋 外 露 出 ・ 多 湿 箇 所

屋 外 露 出 ・ 多 湿 箇 所

矩 形 風 道

円 形 風 道

矩 形

円 形

煙 道

（スパイラルダクト）

屋内露出（住宅内）黒管

屋内露出（住宅内）白管

屋 内 露 出 （ 住 宅 外 ）

機 械 室 内

メーターボックス内黒管

メーターボックス内白管

メ ー タ ー ボ ッ ク ス 内

床 下 ・ 暗 渠 内

床 下 ・ 暗 渠 内

天 井 内 ・ P S 内

スラブ上床板間転がし

スラブ上床板間転がし

洗 面 台 内

屋 外 露 出

屋 外 露 出

屋 外 露 出 黒 管

屋 外 露 出 白 管

コ ン ク リ ー ト 内

木 造 壁 内

流 し 裏

土 中 埋 設

排

煙

風

道

給

排

水

衛

生

設

備
　

管

類
　

冷
　

媒

冷

温

水

空

調

設

備

工

事
　

　

　

　

管

給

排

水

衛

生

設

備
　

管

類
　

一

般

風

道

※ スパイラルダクト（フランジ部を除く。）の保温は、グラスウール保温板32K使用してもよい。

※ ＯＡダクトが室内空調空間を経由する場合は保温すること。

※ ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温筒及びﾛｯｸｳｰﾙ保温筒又は､保温板の使用が困難な箇所は､ﾛｯｸｳｰﾙﾌｪﾙﾄを使用してもよい｡

※ 防火区画を貫通する管の保温は、その貫通する部分をロックウール保温材とする。

※ ストレーナー・弁の保温は、屋内屋外ともビスなどにより容易に着脱できる構造とすること。

※ 蒸気管、温水管の保温は、ポリエチレンフィルムを除く。

※ 全熱交換器の一次側ＯＡ、ＥＡダクトは保温工事を施すこと。

※ ドレン管の保温は、排水管の項による。

１.ポリスチレン　　２.粘着テープ　　　３.ポリエチレン　４.着色アルミガラス

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　  　フィルム　　　　 クロス

１．保温チューブ

１．保温チューブ

１.ねじ部錆止め

１.保温チューブ

１.ペーストペトラタム系　　２.ペトラタム系防食テープ １/２重ね１回巻き

１.ポリスチレン　　２.粘着テープ　　　３.ポリエチレン　　４.・ステンレス鋼板

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　　フィルム 　　　　　・ガルバリウム鋼板

１. 0.4m/m防食ビニールテープ１/２重ね１回巻き

１.錆止めペイント　２.調合ペイント

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

１.錆止めペイント　２.調合ペイント

 　　（２回）　　 　　（２回）

１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.アルミガラス

 　保温筒  　　　　　　　　　　　　  　　クロス

１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.アルミガラス

 　保温筒  　　　　　　　　　　　　  　　クロス

１.エッチング　　　２.鉄線　　　　　　３.原紙　　　　　４.綿布　　　　　５.目止め　　　６.調合ペイント

 　プライマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２回）

１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.原紙　　　　　４.アルミガラス

 　保温筒  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　クロス

 　プライマー　　　 　（１回）　　　 　  （２回）

 　プライマー　　　 　（１回）　　 　   （２回）

 　（２回）　　  　　（２回）

１.エッチング 　 　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.ポリエチレン　　４.・ステンレス鋼板

　 保温筒　　　　　　　　　　　　　　　　フィルム 　　　　　・ガルバリウム鋼板

１.錆止めペイント　２.調合ペイント

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

 　プライマー　　 　　（１回）　　　　　 （２回）

 　　（２回）　　 　　（２回）

 　プライマー　　　　 （１回）　　 　　 （２回）

１．錆止めペイント（鋼管部）

ガス給湯排水給水

区　　　　分
保　温　種　別施 工 箇 所

（

）

17

住
　

宅
　

保
　

温
　

仕
　

様

18

建

設

副

産

物

の

処

理

に

つ

い

て

処　　理　　内　　容 備　　　　　　考

現場内における分別

現場内分別保管場所の設置

分別保管場所からの積込み・運搬・処分

「建設副産物の処理結果報告書」の作成

「建設副産物の処置計画届」の作成

「再生資源利用実施書」の作成

「再生資源利用計画書」の作成

現場内分別保管場所までの運搬

フロン類破壊・再生業者

第１種フロン類充てん回収業者

工事請負業者

発注者(施設管理者）

１．保温前の裸管に若草色の着色塗装を行う。

　　間隔に巻く。

２．保温後の上には若草色の表示テープを1個所3回巻きにし、1m

１．保温前の裸管に若草色の着色塗装を行う。

２．保温後の要所には「処理水」と表示する。

２．「処理水」の文字入り埋設標識テープ（黄色）を布設する。

１．埋設前の裸管に若草色の表示テープを1個所3回巻きにし、1m

　　間隔に巻く。

１．メーター本体に若草色の着色塗装を行うこと。

２．メーターボックス蓋は「処理水」入りを使用すること。

１．バルブハンドルには若草色の着色塗装を行うこと。

２．バルブ等で誤操作する恐れのある個所には、標示板等を取り付け

　　処理水の等であることが識別できるようにする。

３．地中埋設バルブの鉄蓋は「処理水」入りを使用すること。

屋 内 隠 ぺ い 配 管

屋 内 ・ 屋 外 露 出

コ ン ク リ ー ト 内

埋 設 部 の 配 管

地 中 埋 設 部

メ ー タ ー

バ ル ブ 等

配 管

誤接続がないことを確認するため衛生器具等の取付完了後、系統毎に着色水を用いた通

水試験等を行う。

「処理水を雑用水」と読みかえる。

井戸水を雑用水として使用する場合は、上表において「若草色を紫色に」、

処理水用の若草色表示テープ、黄色の埋設標識テープは福岡市管工事組合に常備。

・雨水　　・雑用水処理水　　・井水

　　　　　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－VB）　・ポリ粉体鋼管（SGP－PB）

　　　　　　　・ステンレス鋼管（SUS）　（・圧縮接合　・溶接接合　・拡管接合）

屋内地中配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－VD）　・ポリ粉体鋼管（SGP－PD）

屋外地中配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－VD）　・ポリ粉体鋼管（SGP－PD）

　　　　　　　※ブチルゴム系コーキングテープ又はゴムリングで完全に密封すること。

　　　　　　　※ブチルゴム系コーキングテープ又はゴムリングで完全に密封すること。

　　　　　　　・ポリエチレン管　1種（PE）　（・溶着接合　・金属継手接合）

一般配管　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－VA）　・ポリ粉体鋼管（SGP－PA）

　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP)(屋内） ・鋳鉄管（　　型　　種）

 　　　　 　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP） ・水道用硬質塩化ビニル管（VP）

※　工事請負業者は、第１種フロン類充てん回収業者にフロン回収処理を依頼し、回収後、引取証明書及び第１種

※　家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）に該当する機器（ルームエアコン等）については、

　　フロン類充てん回収業者登録書のコピーの発行を受け、竣工図書に添付のこと。

　　適切に処理し、管理票（家電リサイクル券）を竣工図書に添付すること。

「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル（環境庁大気保全局）」に従い、収集、運搬、処分を行う。

「電気事業法：電気関係報告規制」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」

に従い、報告書の作成・提出を行うとともに、適切に保管できるようにして施設管理者に引き渡すこと。

※参考受入場所は現場説明書による

・廃石綿等

・廃PCB等

 特別管理産業廃棄物

　(アスファルト塊）

・がれき類

 指定副産物　（原則として再資源化施設へ持込むもの）

　(コンクリート塊）

・木くず

・汚泥

　資源の有効利用、環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設副産物の発生抑制、

再利用、適正処理を推進する。

　現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分別保管場所を設置し

集積すること。

　また、「再生資源の利用の促進に関する法律」、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」、

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び建設廃棄物処理指針その他関係諸法令等によるほか、建設副産物

適正処理推進要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。

　工事に際しては、工事着手時に「建設副産物処理計画書」、工事竣工時に「建設副産物処理結果報告書」

（共に添付書類を含む）を提出すること。

・金属くず

・廃プラスチック

・ガラス、陶磁器くず

・繊維くず

・廃石こうボード

異種金属接続部は、屋外埋設配管を除き電食防止のため、異種金属接続用絶縁継手を使用すること。

使用箇所例を下記に示す。

塩ビライニング鋼管

水　栓

塩ビライニング鋼管

シングルレバー混合水栓

砲金製バルブ

塩ビライニング鋼管 絶縁オスメスソケット

伸縮メーターユニオン（砲金）

絶縁オスメスソケット

水道メーター（砲金）

伸縮弁（砲金）

絶縁オスメスソケット

１．防火区画等の貫通部分及び両側１ｍ以内を不燃材料で

２．平成１２年建設省告示第１４２２号に適合すること。（下表）

　　造ること。（右参考図参照）

　　（難燃材料又は硬質塩化ビニル管(VP)を用いる場合）

給水管、排水管及び通気管等が防火区画等を貫通する場合の措置は、建築基準法施行令第１２９条の２の５

第１項第７号に規定されており、次のいずれかに該当すること。

図５　防 火 区 画 等 貫 通 部 措 置

肉厚

5.5mm以上

6.6mm以上

覆いの有無用途

給水管

２時間

耐火構造

　 90mm

１時間

耐火構造

３０分

耐火構造
防火構造

　 90mm(75)

　115mm(100)

モルタル埋め

不燃材料

防火区画

コンクリート穴あけ

同上開口部補強

ＡＬＣパネルの穴あけ、補修

インサート

天井点検口

軽量鉄骨下地開口部補強

軽鉄下地開口部墨出し

ボード等の切開

開口補強を必要としない

機機用アンカーボルト型枠入れ

一般機器類の基礎

全熱交換器

同上用スイッチ

外壁取付ガラリ

ガラリへの給排気ﾀﾞｸﾄ接続

壁・床等の補修

防火区画貫通部補修

機器・配管取付後の

室内プロジェクター用吊金物

既設天井撤去復旧

室内機化粧パネル取外再取付

制気口取外再取付

中央監視装置本体

同上用電源配線

同上用信号線

〃

〃

床スラブ木製型枠入れ

床スラブボイド等スリーブ入れ

鉄筋切断及び補強筋入れ

ダクト部の貫通

コンクリート床

点検口取付及び，開口部補強

天井及び壁、ボード切開

機械関係開口部

電気関係開口部

機械設備関係機器

仕上共

給排気用

関係機器、関係機器間配線を含む

1次側

各メーターから装置まで

備　　考

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

受託者名

令和 　２年 　３月 ３１日
Ｍ－０３

令和　２年　３月

A1:S=NO SCALE

A3:S=NO SCALE

機械室・書庫･倉庫

墨出し，補修除く

ボイド等

１００φ以下とする

ボード切込，墨出し共

照明器具，空調吹出口

，給排気ガラリ等

空調吹出口

照明器具等

ボード切込、墨出し共

建築・電気・機械用各々

墨出し共

モルタル充てん等

各々で補修

建築・電気・機械用

屋上

建
　

築

電気工事、機械工事、建築工事の工事区分［本工事：機械工事］

機械設備　特記事項（２）

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

保

温

仕

様

4.1mm以上

5.5mm以上

6.6mm以上

5.5mm以上

7.0mm以上

6.6mm以上

の覆い有り

以上の鉄板

厚さ0.5mm

無し
排水管及

び排水管

に付属す

る通気管

　 61mm

　 61mm

　 90mm

　 90mm　115mm

　 90mm　115mm(100)

　141mm(125)

　 61mm(50)

　 90mm(75)

　 90mm(75)

　115mm(100)

※呼称寸法未満の給水管等については、JISに適合した硬質塩化ビニル管であれば、表中の肉厚に満たなくても

　同一の性能を有しているものとして取り扱う。

※表中の（　）内は適合可能な硬質塩化ビニル管(JIS K 6741のVU管を除く）の呼び径寸法を示す。

5.5mm以上配電管 　 90mm(82)

　　例２）耐火二層管を認定条件に従って施工する場合

　　　　（立管はすべて耐火二層管とし、横管は立管の

　　　　　分岐から１ｍまでを耐火二層管とし、その延

　　　　　長部分を硬質塩化ビニル管とした場合など）

３．国土交通大臣の認定を受けたものであること。

　　例１）硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)に防火区画貫通用

　　　　　テープを用いる場合（右参考図参照）
防火区画貫通用テープ

モルタル埋め

防火区画

硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)

〔単位：ｍｍ〕

表１　厨 房 排 気 ダ ク ト の 板 厚

厨房排気ダクト（矩形ダクトに限る）の板厚については、以下による

亜鉛鉄板

0.6以上

0.8以上

1.0以上

1.2以上

ステンレス鋼板

0.8以上

0.5以上

0.6以上

板厚

ダクトの長辺

450を超え1,200以下

450以下

1,200を超え1,800以下

1,800を超えるもの
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　９７

　９７
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損失水頭 顕熱量 全熱量

暖房能力 騒音レベル

限界値

風　量冷房能力

天井埋込型４００タイプ

天井埋込型６００タイプ

天井埋込型８００タイプ

天井埋込型６００タイプ

〈２コイル（冷温水＋冷水）型〉

〈２コイル（冷温水＋冷水）型〉

天井埋込型８００タイプ

天井カセット２方向吹出型

天井カセット２方向吹出型

　　　　　８００タイプ

天井カセット２方向吹出型

　　　　　２００タイプ

〈２コイル（冷温水＋冷水）型〉

〈２コイル（冷温水＋冷水）型〉

〈２コイル（冷温水＋冷水）型〉

床置露出型６００タイプ

〈２コイル（冷温水＋冷水）型〉

〈２コイル（冷温水＋冷水）型〉

　　　　　３００タイプ

ファンコイルユニット

　　　　　〃

　　　　　〃

ファンコイルユニット

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

ファンコイルユニット

ファンコイルユニット

　　　　　〃

　　　　　〃

ファンコイルユニット

ファンコイルユニット

　　　　　〃

天井カセット２方向吹出型６００タイプ

天井カセット２方向吹出型８００タイプ

天井カセット２方向吹出型１２００タイプ

天井カセット４方向吹出型６００タイプ

天井カセット４方向吹出型１２００タイプ

　ＫＰａ Ｗ Ｗ Ｗ １φ１００Ｖ　ｄｂＡ ＶＡ

台数

容量ＫＷ電　源

附属電動機

機　　　　　器　　　　　仕　　　　　様機　器　名　称機器番号

冷水量冷温水量型　式 コイル

損失水頭 顕熱量 全熱量

暖房能力 騒音レベル

限界値

風　量冷房能力

ファンコイルユニット 共通事項

　ＣＭＨ

　　　　　　　－６

　　　　　　　－８

ＦＣＵ－２４１－４

ＦＣＵ－２４２－６

　　　　　　　－８

　　　　　　　－３

　　　　　　　－８

ＦＣＵ－２４３－２

　　　　　　　－１２

ＦＣＵ－２４４－６

　　　　　　　－８

ＦＣＵ－２４６－６

ＦＣＵ－２４７－６

　　　　　　　－１２

ファンコイルユニット 天井埋込型４００タイプ 　　７ 　　７ 　２，５８０ 　３，０７０ 　３，９００ ６０－ － 　　６４０ＦＣＵ－２４１－４ ８

<更新>

１．各ファンコイルユニットは「バルブ　ＯＮ－ＯＦＦ制御」とし、電動弁を附属させるものとする。

備　　考

２．下表に示すファンコイルユニットの能力条件は、

３．天井埋込型ファンコイルユニットは、標準ファンチャンバー及びフィルター付とする。

４．ファンコイルコントローラ及び連動用リレーは、自動制御設備よりファンコイルメーカーに支給し、機器本体への組込み及び機内配線は、

　　ファンコイルメーカー工事とする。

Ｌ／ｍｉｎＬ／ｍｉｎ Ｌ／ｍｉｎＬ／ｍｉｎ

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

機械設備　機器リスト（更新・撤去）

独立行政法人国際協力機構　関西センター

　　　　冷房時：コイル冷水入口温度　８．０℃　出口温度　１５．０℃，室内設計条件ＤＢ　２６．０℃，ＷＢ　１８．７℃，ＲＨ　５０％　とする。

　　　　暖房時：コイル温水入口温度　４５．０℃　出口温度　３８．０℃，室内設計条件ＤＢ　２２．０℃

設置場所

２階ラウンジ

３階客用廊下２

容量ＫＷ電　源

附属電動機

機　　　　　器　　　　　仕　　　　　様機　器　名　称機器番号 台数

型　式<新設>

ｋＪ／ｈ

最大放熱量

ペリメーターヒーター 高容量タイプ１０００型

(床固定・壁掛タイプ)

　３，６００ １φ２００Ｖ １．０ＥＨ－１ 参考寸法：１，２６０Ｗ×２１０Ｈ×７０Ｄ

サーモスタット、取付金具付属

２３

設置場所

　　　　　〃 天井埋込型６００タイプ 　　１０ 　　１０ 　３，７３０ 　４，４１０ 　５，５５０－ ７７－ 　　９６０　　　　　　　－６ ３６ １階フロント、エントランスロビー、図書資料室、可動式書庫、総務課、会議室２

２階オリエンテーションルーム（１）・（２）、客用廊下、客用廊下２

　　　　　〃

　　　　　〃

ファンコイルユニット
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　　　　　〃

　　　　　〃
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－
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６

１

２
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１階エントランスロビー、図書資料室
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１階会議室２１６０
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２階市民参加協力課/企業連携課、会議室３

３階セミナールーム３１・３２・３３・３４・３５・３６、健康相談室
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ファンコイルユニット

ファンコイルユニット

　　　　　〃

床置露出型６００タイプ
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４階シャワー室１・２
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１階会議室２、所長室、業務課
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新設機器・配管部分を示す。

既設機器・配管部分を示す。

機械設備　空調配管系統図（更新）

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

空調配管　系統図 －
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地冷・地温

受入施設

２０ｘ４

自動エアー抜き弁２０（ＧＶ２０共）ｘ４

エア－抜用ＧＶ２０ｘ２

２０ｘ４

Ｈ１

ＣＩ
ＣＲＩ
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エア－抜用ＧＶ２０ｘ２

自動エアー抜き弁２０（ＧＶ２０共）ｘ４

熱源供給会社より

温度検出器（還り側）

圧力発信器（還り側）

圧力発信器（送り側）

温度検出器（送り側）

流量計バイパス（封印弁）

電磁流量計

熱供給者側支給品リスト

地冷・地温受入施設配管組立図

地冷・地温供給施設側
流量計

ＧＶ１２５ 元止用ゲ－ト弁１２５

元止用ゲ－ト弁１２５圧力計

圧力調整弁１２５

ＣＲＩもしくはＨＲ

ＣＩもしくはＨ

ＣＲＩ〈ＨＲ〉

ＣＩ〈Ｈ〉
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ＧＶ１２５バイパス管１２５

逆止弁

圧力計

圧力調整弁１２５
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建物側

地域冷暖房熱供給条件

温度 圧力
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冷水 標準　７℃ 標準１４℃

温水 同上 同上標準４７℃ 標準４０℃

神戸熱供給（株）神戸東部新都心地区熱供給規定および熱供給規定実施細則によること
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熱源ポンプ室参照

オリエンテ－ションル－ム 客用廊下 会議室４会議室３市民参加協力課研修監理員室

サーバー室

広報展示室 フロント ＥＶホ－ル 休憩室食堂事務室食堂エントランスホール 業務課

セミナー室前廊下

ラウンジ

ＥＶホ－ル

ラウンジ図書資料室 従業員食堂 総務課所長室会議室2

ＥＶホ－ル ラウンジ

倉庫(３)

倉庫(２)

倉庫(１)

ＥＶホ－ル

エントランスホール

（吹抜メンテナンスデッキ上）

仮眠室中央管理室フロント事務室

セミナ－室３１ セミナ－室３２ セミナ－室３３ セミナ－室３４ セミナ－室３５ セミナ－室３６健康相談室

和室２

セミナー室４２セミナー室４１

脱衣室２

セミナー室前廊下

和室１脱衣室１
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工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

受託者名

ＦＣＵ

241-8

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

247-6

ＦＣＵ

241-8

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-12

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

243-6

ＦＣＵ

243-6

ＦＣＵ

243-6

ＦＣＵ

243-2

ＦＣＵ

241-8

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-8

ＦＣＵ

247-12

ＦＣＵ

247-6

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ

243-8

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

Ｍ－０６

ＥＨ

１

ＥＨ

１

×６

×４ ×２

×４×２

×６

×２

×２

×２

×５

×２ ×２

１

ＥＨ ×９

ＦＣＵ廻り更新範囲

各配管サイズは平面図参照

機械設備　１階配管平面図（更新）

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

注）

１．

２．

新設機器・配管部分を示す。

既設機器・配管部分を示す。

３． 既設ドレン管切断、新設ドレン管接続を示す。
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ＰＡＣ
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232

ＰＡＣ

232
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233

ＦＣＵ

241-12

ＦＣＵ
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×3
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加湿器付
加湿器付

加湿器付
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食堂

B階段

中庭

廊下2

廊下1

中央管理室

厨房

業務課

多目的
ﾄｲﾚ(2)

ﾄｲﾚ(2)

ﾗｳﾝｼﾞ

会議室2

物入(2)
湯沸(1)

廊下3

C階段

夜間通用口

ｺﾞﾐ庫

湯沸

男子便所(2)

女子便所(2)

更衣室(3)

食品庫

前室 脱衣室

男子

ﾌﾛﾝﾄ
廊下4

女子便所(1)

SK

仮眠室

風除室1

物入(3)D階段

車庫
【工事用資材置場】

倉庫
【工事用資材置場】

屋外機置場

EPS

植込

駐輪場

植込

(30台)

DWDS

EPS

UB

押入

EV1

EPSEPS

EPS

OA

EPS

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾛﾋﾞｰ

ｷｰﾎﾞｯｸｽ室

風除室2多目的

便所

客用

女子

便所

客用

DS

PS

物入(1)
ﾀﾗｯﾌﾟ室2

A階段

受水槽室

植込

男子便所(1)

休憩室

従業員食堂

食堂事務室

更衣室(4)

総務課

可動式書庫

図書資料室

DS

更衣室(2)

更衣室(1)

EVﾎｰﾙ

EV2

客用廊下

所長室

広報展示室

ﾌﾛﾝﾄ事務室

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室
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工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

受託者名

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-4

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

243-12

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ

243-12

CH 25

CHR 25

ＦＣＵ

241-4

ＦＣＵ

241-6

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

Ｍ－０７

ＦＣＵ廻り更新範囲

各配管サイズは平面図参照

×６

×２

×２

×４

×４ ×４
×２

D 32

既存配管に接続×21
CH 25

CHR 25

D  32

CH 25

CHR 25

D  32

D 32 D 32

CH 25

CHR 25

D  32

機械設備　２階配管平面図（更新）

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

注）

１．

２．

新設機器・配管部分を示す。

既設機器・配管部分を示す。

３． 既設ドレン管切断、新設ドレン管接続を示す。
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A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

受託者名

ＦＣＵ

241-4

ＦＣＵ

241-4

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ廻り更新範囲

各配管サイズは平面図参照

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

Ｍ－０８

×２ ×２ ×２ ×２ ×２ ×２

機械設備　３階配管平面図（更新）

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

注）

１．

２．

新設機器・配管部分を示す。

既設機器・配管部分を示す。

３． 既設ドレン管切断、新設ドレン管接続を示す。
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A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

受託者名

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

243-3

ＦＣＵ

241-6

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

Ｍ－０９

×２

×４

×４

×４

×２

ＥＨ

１

×４×４
ＥＨ

１

ＦＣＵ廻り更新範囲

各配管サイズは平面図参照

注）

機械設備　４階配管平面図（更新）

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

注）

１．

２．

新設機器・配管部分を示す。

既設機器・配管部分を示す。

３． 既設ドレン管切断、新設ドレン管接続を示す。
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（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

A1:S=1/100

A3:S=1/200

縮　　 尺

ＦＣＵ

246-6

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

Ｍ－１０

ＦＣＵ廻り更新範囲

各配管サイズは平面図参照

×３

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

機械設備　５階配管平面図（更新）

独立行政法人国際協力機構　関西センター

注）

１．

２．

新設機器・配管部分を示す。

既設機器・配管部分を示す。

３． 既設ドレン管切断、新設ドレン管接続を示す。

Ｎ
R1

R2

R3

R4

R5

R6

R8

R7

5°

5°

5°

5°

5°

5°

5°
5°

5°

5°

5°

5°

5°

5°

1
,
0
00

30
,5
00

8,
20
0

4
0
,
50

0

1
,
8
00

1
,
8
00

7
,
3
50

2
,
5
50

9
,
0
00

9
,
0
00

7
,
0
00

2
,
0
00

62,400

9,000 2,400 9,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

4
7
0

8
7
0

X1 X2 X4 X5 X6 X7 X8 X9X3 X10 X11

Y1

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y2

Y3

RB

RA

500

以降４階へ

ＣＨＲ

ＣＨ

Ｄ

ＣＨ・ＣＨＲ ２０

Ｄ

（床上配管）

A階段

ﾀﾗｯﾌﾟ室2

客室廊下

風の塔(ﾗｳﾝｼﾞ上部)
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾙｰﾑ

湯 沸
洗濯室

ﾀﾗｯﾌﾟ室1

前室

B階段

501

502
503 504

505

506

507

508

509

510

避難ﾊﾞﾙｺﾆｰ

煙突(1)

PS

PS

PS

PS

PS

PS

PS

EV1 EV2

UB

UB
UB

UB UB

UB
UB

UB

UB

UB

EPS

渡り廊下庇 　 　

ﾃﾆｽｺｰﾄ上部

ﾊﾟｰｺﾞﾗ

EVﾎｰﾙ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ

中庭上部

EPS PS



（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺
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注）
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３．

ＦＣＵ廻りダクト更新範囲はダクト系統図参照。

既設機器・ダクト部分を示す。

新設機器・ダクト部分を示す。
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×４

×２

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

機械設備　２階ダクト平面図（更新）

独立行政法人国際協力機構　関西センター
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工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

受託者名

ＦＣＵ

241-4

ＦＣＵ

241-4

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

Ｍ－１４

注）

１．

２．

３．

ＦＣＵ廻りダクト更新範囲はダクト系統図参照。

既設機器・ダクト部分を示す。

新設機器・ダクト部分を示す。
機械設備　３階ダクト平面図（更新）

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター
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工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

受託者名

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-6

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

Ｍ－１５

×４ ×４

×２

×４

注）

１．

２．

３．

ＦＣＵ廻りダクト更新範囲はダクト系統図参照。

既設機器・ダクト部分を示す。

新設機器・ダクト部分を示す。

ラウンジ

吸込口　取外し取付

２
ＨＳ　４５０ｘ４５０

機械設備　４階ダクト平面図（更新）

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター
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Y1

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y2

Y3

X1 X2 X4 X5 X6 X7 X8 X9X3 X10 X11

ＥＶＦ

２７９

ＶＦＥ

３５９

３６０

ＶＦＥ

２７７

ＥＶＦ

２７８

ＥＶＦ ＥＶＦ

３３４

建

ＳＥＧ

建

ＯＡＧ

建

ＥＡＧ

ＦＣＵ

２４１－６

ＡＣ

２０６

３２１

ＦＥＸ

ＦＥＸ

３２５

ＦＥＸ

３１６

ＦＯＡ

３０６ ３０６

ＦＵ

３２８

ＦＥＸ

ＦＥＸ

３２７

ｘ２

ｘ２

ｘ２ ｘ２

Ｍ

２００φ

２００φ

ＶＤ

ＯＡ

Ｄ２５　空調ドレン配管に接続

ＦＤｘ３

２５０ｘ２５０　ｘ３

ＦＶＤ

ＦＶＤ

２５０ｘ２５０

１５０φ

２５０ｘ２５０ ３００ｘ３００ ２５０ｘ２５０

２００φ

２５０×２５０

２５０×２５０

２５０×２５０

４００ｘ４００

２５０×２５０

２５０φ

３００φ

ＶＤ ＶＤ ＶＤ ＶＤ ＶＤ

３００×３００２５０×２５０
２５０×２５０

ＦＶＤｘ４

３００×４５０

２５０φ

９００ｘ４５０

ＦＤ

４００×２５０

ＦＤ

６００×３００

６００×３００

ＶＤ

６００ｘ３００

ＶＤ ＭＤ

２５０φ

防虫網１５０φ・１２５φ・１５０φ・２００φ・２００φ

防虫網２００φ×４

１２５φ
１５０φ

１２５φ，１５０φ

ＦＤ

２００φ

ＶＤ

２００φ

１５０φ・２００φ

２００φ

２００φ

１５０φ

１５０φ

天井内
ＶＤＶＤ ＶＤ

２２５φ ２２５φ ２２５φ ２２５φ

２２５φ ２２５φ ２２５φ ２２５φ

２００φ

２００φ

１５０φ

１５０φ

８００
ｘ１５０

８００
ｘ１５０

２００φ

ＶＤ

ＶＤ
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２００φ

ＶＤ
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２００φ

２００φ
２００φ

ＶＤ

ＶＤ

２００φ
２００φ

２００φ
２００φ
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ＧＷ５０ｔ内貼り（中仕切付）
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部ＥＡダクト鉛遮音シ－ト０．５ｔ　２回巻とする。

７
５
０
ｘ
５
０
０

ＯＡ

３５０×２５０

２５０×５００

２２５φ

４００φ

ＦＤｘ３
ＳＵＳ金網

ＳＵＳ金網

８００×２００ １０００×２００ １０００×２００

９００×１５０ ９００×１５０ ９００×１５０

１００φ

１００φ

１５０φ
ＶＤ，ＣＤ

６００
ｘ１５０

６００
ｘ１５０

４００×２５０
ＦＤ

９００ｘ４５０（屋上庭園下部ダクト）
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ﾎﾞｲﾗｰ室

B階段1

B階段2

台所

客用廊下1

物入(2)

A階段

ﾀﾗｯﾌﾟ室2

C階段

4階中庭

屋根

PS

EPS

竹ﾃﾞｯｷ

床

屋上庭園
(日本庭園)

DS

EPS

EV1 EV2

EPS

庇

渡り廊下

4階屋上庭園

ﾃﾆｽｺｰﾄ

中庭上部
客用廊下2

押入

和室1和室2

縁側

前室(1) 踏込

前室(2)

水屋

物入(1)

ｾﾐﾅｰ室41

ｾﾐﾅｰ室42

DS

ｼｬﾜｰ室2

ｼｬﾜｰ室1

EVﾎｰﾙ

ﾗｳﾝｼﾞ

女子
便所
(1)

多目的ﾄｲﾚ

男子
便所
(1)

DS,PS,ﾗｳﾝｼﾞ空調機

ｱﾙﾐ庇(I)



階
親機：子機

台数

ＦＣＵ

階
親機：子機

台数

ＦＣＵ

階
親機：子機

台数

ＦＣＵ

自動制御機器表

備　　　　　考型　　　　式記　号 名　　　　称

自動制御盤一覧表

盤　名　称 系　　　統　　　名
参　考　寸　法　（ｍｍ）

Ｗ Ｈ Ｄ
備　　　　考

１台：０台 １台：１台 １台：２台 １台：３台１台：０台 １台：１台 １台：２台 １台：３台 １台：４台

１台：０台 １台：１台 １台：２台 １台：３台

１．ファンコイルユニット制御（１）　　　４５組

３．ファンコイルユニット制御（３）　　　４組

２．ファンコイルユニット制御（２）　　　１組

〈制御内容〉 〈制御内容〉

　　　ａ．冷温水２方弁全閉

　２）室内温度設定・表示

３．リモコン（ＦＲＣ）操作

　　　のインターロック制御を行う。

　１）ファンコイル停止時、以下の状態となるようファンコイルと

２．ファンインターロック制御

　２）室内温度が設定値となるよう冷温水２方弁の２位置制御を行

　１）室内温度が設定値となるようファン風量の３段階制御を行う。

　３）ファン風量切換（強／中／弱／自動）

　　　う。

　１）ＦＣＵオンオフ

１．室内温度制御

　　　ａ．冷温水２方弁全閉

　２）室内温度設定・表示

３．リモコン（ＦＲＣ）操作

　　　のインターロック制御を行う。

　１）ファンコイル停止時、以下の状態となるようファンコイルと

２．ファンインターロック制御

　２）室内温度が設定値となるよう冷温水２方弁の２位置制御を行

　１）室内温度が設定値となるようファン風量の３段階制御を行う。

　３）ファン風量切換（強／中／弱／自動）

　　　う。

　１）ＦＣＵオンオフ

１．室内温度制御

ＦＲＣＴＥＦ

ＣＨＲ

ＣＨＳ

ＦＣＲ×４

〈注記〉

・冷温水２方弁（ＭＶ２）はファンコイルメーカー付属品とする。

・ファンコイルコントローラ及び連動用リレーは、自動制御設備より

　ファンコイルメーカーに支給し、機器本体への組込み及び機内配線

　はファンコイルメーカー工事とする。

ＦＲＣ

ＦＣ

Ｒ

ＭＤ１

ＭＶ２

ＭＤ１

ＭＶ２
ＭＶ２

１Ｆ　フロント ４．ＭＤ切替制御

　冷／暖切替の信号に応じて、ＭＤの切替制御を行う。

　　冷房時：ＭＤ１　全開、ＭＤ１　全閉

　　暖房時：ＭＤ１　全閉、ＭＤ１　全開　

〈注記〉

・冷温水２方弁（ＭＶ２）はファンコイルメーカー付属品とする。

・ファンコイルコントローラ及び連動用リレーは、自動制御設備より

　ファンコイルメーカーに支給し、機器本体への組込み及び機内配線

　はファンコイルメーカー工事とする。

１Ｆ　フロント

〈制御内容〉

　　　ａ．冷温水２方弁全閉

　２）室内温度設定・表示

３．リモコン（ＦＲＣ）操作

　　　のインターロック制御を行う。

　１）ファンコイル停止時、以下の状態となるようファンコイルと

２．ファンインターロック制御

　２）室内温度が設定値となるよう冷温水２方弁の２位置制御を行

　１）室内温度が設定値となるようファン風量の３段階制御を行う。

　３）ファン風量切換（強／中／弱／自動）

　　　う。

　１）ＦＣＵオンオフ

１．室内温度制御

ＦＲＣ

ＴＥＤ１

ＣＨＲ

ＣＨＳ

ＦＣＲ×４

〈注記〉

・冷温水２方弁（ＭＶ２）はファンコイルメーカー付属品とする。

・ファンコイルコントローラ及び連動用リレーは、自動制御設備より

　ファンコイルメーカーに支給し、機器本体への組込み及び機内配線

　はファンコイルメーカー工事とする。

ＭＶ２
ＭＶ２

１Ｆ　ラウンジ

１Ｆ　図書資料室

ＴＥＦ 温度検出器 ＴＭ－１１４０

ＴＥＤ１ 挿入形温度検出器 ＴＳ－６３３０ 保護管付

ＦＲＣ ＦＣＵリモコン ＦＵＲ９０

ＦＣ ＦＣＵコントローラ ＭＳ－ＦＣＵ１６１１

Ｒ 補助リレー

１ ５組 １０組 １組 － ３３台

２ ２組 １０組 １組 － ２５台

３ １組 ７組 － － １５台

４ ２組 ３組 － ２組 １６台

計 １０組 ３０組 ２組 ２組 ８９台

４ － － － － －

５ － － １組 － ３台

計 － － ３組 １組 １３台

ＭＤ１ 直結形ダンパ操作器 Ｍ９１１６－ＡＧＡ

Ｒ

冷／暖切換（既設）

・ファンコイルコントローラへの電源送りは電気設備工事とする。

・ファンコイルコントローラへの電源送りは電気設備工事とする。

冷／暖切換（既設）

Ｒ

・ファンコイルコントローラへの電源送りは電気設備工事とする。

ＡＰ－１Ａ ファンコイルユニット制御（１）×１４組 盤内改造

ＡＰ－２Ａ ファンコイルユニット制御（１）×１９組 盤内改造

ＡＰ－３Ａ ファンコイルユニット制御（１）×５組 盤内改造

ファンコイルユニット制御（２）

ＡＰ－４Ｂ ファンコイルユニット制御（１）×７組 盤内改造

ファンコイルユニット制御（３）×１組

ＴＥＤ１

１ － － １組 － ３台

計 － － － － ３台

１組

－

－

－

１組

ＣＨＲ

ＣＨＳ

ＭＶ２

３ － － － － －

２ － － １組 － ３台

１ － － １組 １組 ７台

２Ｆ　オリエンテーションルーム

５Ｆ　メンテナンスデッキ

６００ １０００ ２５０

５００ ８００ ２５０

７００ １１００ ２５０

６００ ８００ ２５０

Ｒ×４

ファンコイルユニット制御（３）×２組

ファンコイルユニット制御（３）×１組

設定値
室内温度℃

ＣＨ／Ｃ

２方弁

温水

設定値
室内温度℃

設定値
室内温度℃

ＣＨ／Ｃ

２方弁

冷水

設定値
室内温度℃

設定値
室内温度℃

ＣＨ／Ｃ

２方弁

温水

設定値
室内温度℃

設定値
室内温度℃

ＣＨ／Ｃ

２方弁

冷水

設定値
室内温度℃

設定値
室内温度℃

ＣＨ／Ｃ

２方弁

温水

設定値
室内温度℃

設定値
室内温度℃

ＣＨ／Ｃ

２方弁

冷水

設定値
室内温度℃

Ｄｉｆｆ Ｄｉｆｆ

Ｃ

ＦＡＮ

Ｃ

ＦＡＮ

Ｃ

ＦＡＮ

Ｃ

ＦＡＮ

Ｃ

ＦＡＮ

Ｃ

ＦＡＮ

〈冷房動作〉

〈冷房動作〉 〈暖房動作〉

〈暖房動作〉 〈冷房動作〉

〈冷房動作〉 〈暖房動作〉

〈暖房動作〉

子機 親機

親機

〈冷房動作〉

〈冷房動作〉 〈暖房動作〉

〈暖房動作〉

子機 親機

子機

ファンコイル

メーカー付属品

ファンコイル

メーカー付属品

ファンコイル

メーカー付属品

ファンコイル

メーカー付属品

ファンコイル

メーカー付属品

ファンコイル

メーカー付属品

フ
ァ
ン
動
作

フ
ァ
ン
動
作

弁
動
作

弁
動
作

フ
ァ
ン
動
作

フ
ァ
ン
動
作

弁
動
作

弁
動
作

フ
ァ
ン
動
作

フ
ァ
ン
動
作

弁
動
作

弁
動
作

冷／暖切換（既設）

Ｈ

Ｌ

Ｍ

Ｈ

Ｌ

Ｍ

開

閉

開

閉

Ｈ

Ｌ

Ｍ

Ｈ

Ｌ

Ｍ

開

閉

開

閉

１ ２

１

１

２

２

Ｈ

Ｌ

Ｍ

Ｈ

Ｌ

Ｍ

開

閉

開

閉

ＣＨ ＣＨ ＣＨ

ＣＨ ＣＨ

ＣＨＤｉｆｆ Ｄｉｆｆ Ｄｉｆｆ Ｄｉｆｆ

（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

A1:S=NO SCALE

A3:S=NO SCALE

Ｍ－１６JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

機械設備　自動制御計装図（更新）

独立行政法人国際協力機構　関西センター

ファンコイルユニット制御（２）・（３）に示す室以外の室



プレハブ冷凍冷蔵庫

247-12

247-8

241-6

241-8241-6

243-2

243-8 243-8

241-8

244-8

241-8241-5

241-5

241-8 241-6

244-6

242-5

×4

×6

×2 ×2

×6

×2

×2×2

×2

×5
ＦＣＵ

ＦＣＵＦＣＵ

ＦＣＵＦＣＵ

ＦＣＵ

ＦＣＵ ＦＣＵ

ＦＣＵ

ＦＣＵ

ＦＣＵ

ＦＣＵＦＣＵ

ＦＣＵ

ＦＣＵ ＦＣＵ

ＦＣＵ

ＦＣＵ

-

ＡＰ－１Ａ

ＴＥＤ１

ＦＲＣ×２

ＦＲＣ×４

ＦＲＣ×２

ＦＲＣ

ＴＥＦ

ＴＥＦ

ＴＥＦ

ＦＲＣ、ＴＥＦ

ＦＲＣ

ＴＥＦ ＴＥＦ

ＴＥＤ１ ＴＥＦ

ＦＲＣ、ＴＥＦ

ＴＥＦ

ＦＲＣ

ＴＥＦ ＴＥＦ

ＴＥＦ

ＦＲＣ

ＴＥＦ

ＦＲＣ
ＦＲＣ

ＦＲＣ

ＦＲＣ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

ファン状態、２方弁インターロック線

ファン状態、２方弁インターロック線

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ

ＣＥＥＳ１．２５ロ－４Ｃ

ＣＥＥ１．２５ロ－６Ｃ

ＣＥＥＳ１．２５ロ－２Ｃ

ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ

（コロガシ）

（コロガシ）

（コロガシ） ＦＣＵ～リモコン用幹線

（コロガシ） 冷／暖切換渡り線

－ｂ－

－ｄ－

－ａ－

－ｅ－

－Ａ－

－Ｂ－

ＣＥＥＳ１．２５ロ－４Ｃ

ＣＥＥ１．２５ロ－６Ｃ

ＣＥＥＳ１．２５ロ－２Ｃ

ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ

（コロガシ）

（コロガシ）

（コロガシ） ＦＣＵ～リモコン用幹線

（コロガシ） 冷／暖切換渡り線

－ｂ－

－ｄ－

－ａ－

－ｅ－

凡　例

配　　管
配　　　線記　号シンボル

屋　内 屋　外

ＴＥＦ ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ロ－２Ｃ

ＴＥＤ１ ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ロ－２Ｃ

ＦＲＣ ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ロ－４Ｃ

ＭＤ１ ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－３Ｃ （Ｅ２５）

※

※

※

※リモコン及びセンサ立ち下げ部分はメタルモール施工とする。

ＴＥＤ１ ＦＲＣ

ファンコイル
（子機）（親機）

ファンコイル

他のファンコイル（親機）へ

ｄ

ｅ

ａ ｂ

ａ ｂ

ｅ

ｄ

ファンコイル
（子機）（親機）

ファンコイル

他のファンコイル（親機）へ

ＴＥＦ ＦＲＣ

ファンコイル廻り凡例（１）

ファンコイル廻り凡例（２）

ＴＥＦ

ＴＥＦ

ＴＥＦ

ＴＥＦ

ＦＲＣ

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-12

（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

Ｍ－１７

A1:S=1/150

A3:S=1/300

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ

〈注記〉

１．　部分は、防火区画貫通処理を示す。

－Ｄ－
ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ロ－４Ｃ

ＦＲＣ×２

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－３Ｃ×２

（Ｅ２５） 冷／暖切替信号線

（コロガシ） 冷／暖切替信号線

冷／暖切替渡り線

（Ｅ２５） ＦＣＵ～リモコン用幹線
（Ｅ３１） ＭＤ１×２

ＭＤ１

ＭＤ１ １

２

ＴＥＤ１
Ｂ

Ｄ

（Ｅ２５）

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

機械設備　自動制御１階平面図（更新）

独立行政法人国際協力機構　関西センター

Ｎ
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Y2

RB
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R3
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R1

X1 X2 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X3

X1 X2 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

EPS

DS

植込

植込

駐輪場

植込

IHDセンタ ー

EPS

EPS

DS DW

(30台)

UB

押入

OA

EPS

EPS

EV1 EV2

PS
DS

非非

食堂

厨房

エントランスロビー

B階段

中庭

C階段

仮眠室

屋外機置場

ゴミ庫

中央管理室

休憩室従業員食堂

食品庫

フロント事務室

風除室2

風除室1

SK

総務課

業務課

更衣室(2)

更衣室(3)

更衣室(4)

脱衣室
前室

廊下2

廊下1 廊下3

廊下4

湯沸(1)

湯沸(2)

男子便所(2)

女子便所(2)

男子便所(1)

女子便所(1)

D階段

物入(2)

消火ポンプ室

客用廊下

客用
女子
便所 客用

男子
便所

タラップ室2

A階段

物入(1)

物入(3)

図書資料室

多目的
トイレ(1)

多目的
トイレ(2)

車庫

倉庫

テラス：ウッドデッキ

食堂

EVホール

会議室2
可動式書庫

所長室

受水槽室

事務室

ラウンジ

広報展示室

キーボックス室

夜間通用口

フロント

更衣室(1)

EPS



241-8

241-4

241-4

244-6 244-6

244-8 244-8244-12 244-12

×2×2×4×4

×2

×4

×6

×2
ＦＣＵ

ＦＣＵ

ＦＣＵ

ＦＣＵ

ＦＣＵ ＦＣＵ

ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ

ＡＰ－２Ａ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ
－Ａ－

ＴＥＦ

ＦＲＣ

ＴＥＦ×２

ＴＥＦ

ＴＥＦＦＲＣ

ＦＲＣ１×２
ＦＲＣ

ＴＥＦ

ＴＥＦ

ＴＥＦ

ＴＥＦ

ＦＲＣ

ＴＥＤ１

ＴＥＦ

ＦＲＣ ＦＲＣ

ＦＲＣ

ＴＥＦ

ＦＲＣ×３

ＴＥＦ

ＦＲＣ ＦＲＣ ＴＥＦ

ＴＥＦ

Ｃ

Ａ

Ａ

（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

Ｍ－１８

A1:S=1/150

A3:S=1/300

〈注記〉

１．　部分は、防火区画貫通処理を示す。

241-6

Ｆ

Ｅ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ
－Ｃ－

－Ｄ－

－Ｅ－

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ロ－４Ｃ
ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－３Ｃ×２

冷／暖切替渡り線

（Ｅ２５） ＦＣＵ～リモコン用幹線
（Ｅ３１） ＭＤ１×２

（コロガシ） 冷／暖切替渡り線

（Ｅ２５）

（コロガシ）

冷／暖切替信号線

冷／暖切替信号線

（コロガシ）
－Ｆ－
ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ×２ 冷／暖切替信号線（往復）

Ｄ

ＣＤ

（Ｅ２５）

機械設備　自動制御２階平面図（更新）

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター
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R1

X1 X2 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X3

X1 X2 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

ブリッジ

C階段

体育館兼講堂

会議室4

ブリーフィングルーム

D階段

湯沸

 器具庫

女子
便所
(2)

ロッカー室
(1)

ロッカー室
(2)

EVホール

タラップ室2

A階段

物入(1)

客用廊下1

女子
便所
(1) 男子

便所
(1)

物入(2)

物入
(3)

物入
(5)

男子
便所
(2)

廊下

B階段

ラウンジ

物入(4)

多目的
トイレ

屋根：ウレタン防
水

OA

EPS

屋根

EPS

屋根屋上庭園

中庭上部

DWDS

EPS

DS

EPS

DS

DS

EPS

EV1 EV2

PS
DS

非非PS

庇

UB

UB

バルコニー：ウッドデッキ

(厨房用)
空調機械室

会議室3市民参加協力課/企業連携課研修監理員室

客用廊下2

オリエンテーションルーム(2)

オリエンテーションルーム(1)

エントランスロビー

上部

EPS



（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

A1:S=1/150

A3:S=1/300

Ｍ－１９

241-1

241-1

243-8 243-8 243-8 243-8 243-8 243-8 243-8

×2×2×2×2×2×2

ＦＣＵ

ＦＣＵ

ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ

ＡＰ－３Ａ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－３Ｃ×２
ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－３Ｃ×２
ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－３Ｃ×２
ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ （Ｅ２５） 冷／暖切替信号線

（Ｅ３１） ＭＤ１×２

（コロガシ） 冷／暖切替信号線
（コロガシ） ＭＤ１×２

（Ｅ２５） 冷／暖切替信号線
（Ｅ３１） ＭＤ１×２

－Ａ－

－Ｂ－

－Ｃ－

ＦＲＣ

ＦＲＣ
ＦＲＣ

ＦＲＣ
ＴＥＦＦＲＣ

ＦＲＣ

ＦＲＣ

ＴＥＦ

ＦＲＣ

ＴＥＦ

ＴＥＦ

ＴＥＦ

ＴＥＦ

ＴＥＦ ＴＥＦ

Ａ

Ｆ

Ｃ

Ｂ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ （コロガシ） 冷／暖切替信号線

冷／暖切替信号線

－Ｄ－

－Ｅ－

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ロ－４Ｃ （Ｅ２５） ＦＣＵ～リモコン用幹線

－Ｆ－

〈注記〉

１．　部分は、防火区画貫通処理を示す。

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ 冷／暖切替信号線（Ｅ２５）
ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－３Ｃ×２ （Ｅ３１） ＭＤ１×２

Ｄ

Ｅ

（Ｅ２５）

機械設備　自動制御３階平面図（更新）

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター
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男子
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女子
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客用廊下1

客用廊下2
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物入(2)
廊下
(1)

廊下(2)
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空調機械室

倉庫(2)
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トイレ

EPS

EV1 EV2

PS
DS

非非

屋根中庭上部

天井裏

EPS上部
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屋上庭園

EPS

DS DW
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庇

バルコニー：ウッドデッキ

健康相談室

EVホール

LAN
サーバー室 倉庫(1)

倉庫
(3)

体育館兼講堂上部

EPS



（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

A1:S=1/150

A3:S=1/300

Ｍ－２０

241-6

241-6

241-6 241-6 243-3

×2×4×4

×4

×2
ＦＣＵ

ＦＣＵ

ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ

ＡＰ－４Ｂ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ （Ｅ２５） 冷／暖切替信号線

（コロガシ） 冷／暖切替信号線

（Ｅ２５）

－Ａ－

－Ｂ－

－Ｃ－

ＦＲＣ×２

ＴＥＦＴＥＦ

ＦＲＣ

ＴＥＦ

ＦＲＣ

ＴＥＦ

ＦＲＣ

ＦＲＣ ＴＥＦ

ＴＥＦ

ＦＲＣ

ＴＥＦ

Ｂ Ａ

〈注記〉

１．　部分は、防火区画貫通処理を示す。

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ａ Ｂ

ＦＣＵ～リモコン用幹線ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ロ－４Ｃ

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

機械設備　自動制御４階平面図（更新）

独立行政法人国際協力機構　関西センター
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（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

A1:S=1/150

A3:S=1/300

Ｍ－２１

246-6

×3
ＦＣＵ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ

ＴＥＤ１

Ｄ

Ｃ

－Ｃ－
ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ロ－４Ｃ

－Ｄ－

〈注記〉

１．　部分は、防火区画貫通処理を示す。

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ロ－４Ｃ
ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ－５Ｃ×２

（Ｅ２５）
（Ｅ２５） 冷／暖切替渡り線

ＦＣＵ～リモコン用幹線

冷／暖切替渡り線
ＦＣＵ～リモコン用幹線（コロガシ）

（コロガシ）

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

機械設備　自動制御５階平面図（更新）

独立行政法人国際協力機構　関西センター

Ｎ

4
0
,
5
0
0

1
,
8
0
0

9
,
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5
0

2
,
5
5
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

7
,
0
0
0

2
,
0
0
0

9,000

62,400

2,400 9,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

8
,
2
0
0

5°

5°
5°

5° 5°
5°

5°

5°

5°

5°

5°

5°

5°

5°

Y1

Y2

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

RB

RA

R1

R2
R3

R4

R5

R6

R7

R8

中庭上部

テニスコート上部

PS

UB
PS

UB

UB

PS

UB

PSEPS

UB
UB

PS

UB UB

PS
PS

UB
UB

EPS

PS

EV1 EV2

風の塔(ラウンジ上部)

EVホール

A階段

湯沸・

洗濯室

501
502

503 504
505

506

507

508

509

510

コンピュータルーム

客室廊下

B階段

タラップ室1

前室

避難バルコニー

メンテナンスデッキ

タラップ室2



Ａ

－消火系統図

A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

受託者名

令和　２年　３月

令和 　２年 　３月 ３１日
Ｍ－２２JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

注）

１．

２． 既設機器・配管部分を示す。

スプリンクラーヘッド取外し再取付部分を示す。

※.スプリンクラーヘッド取外し再取付
　 １階合計３４ヶ所

※.スプリンクラーヘッド取外し再取付
　 ４階合計７ヶ所

※.スプリンクラーヘッド取外し再取付
　 ３階合計２７ヶ所

※.スプリンクラーヘッド取外し再取付
　 ２階合計１３ヶ所

機械設備　消火系統図（更新・撤去）

水源

１．スプリンクラ－設備

ポンプ吐出量

１８

１８

同時開放個数

Ｍ１．６ Ｘ

スプリンクラ－ヘツド：

１．６

９０

： Ｍ Ｘ

Ｘ

個 ＝ ｍ

１６２０

個同時放水１８

個 ＝

２８．８
３

３

３

Ｌ／ｍｉｎＬ／ｍｉｎ

凡　　　例

記　　　号 仕　　　　　様名 称

消防隊専用栓

消防隊専用栓

補助散水栓

連結送水管

補助散水栓

排水管

電路

－

チ

電　　動　　弁

スプリンクラ－消火管

力

ス

圧

ト －

イ

レ

ス

ナ

ッ

流量計

スプリンクラーヘッドカバー

フレキシブル

フ－ト弁

仕切弁

逆止弁

仕切弁

末端試験弁装置

スプリンクラ－ヘツド

－次圧制御弁

送水口

警報装置（湿式）

警報装置（予作動式）

５０Ａホ－ス２０ｍｘ２本

６５Ａｘ１放水口付

６５Ａ，５０Ａ放水口（双口型）付

非常電話組込

非常電話組込

非常コンセント、非常電話組込

総合盤型

総合盤型

総合盤型

５０Ａ噴霧切替ノズル１本

開閉表示用リミツトスイツチ付

表示灯、非常電話組込

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２（白）

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２（白）

６５Ａｘ６５Ａｘ１００Ａ

閉鎖高感度型　１種

総合盤型

Ｙ型

１００Ａ

１００Ａ

２５Ａ

（壁埋設型）

１５０Ａ

２

２

２５Ａ　２．５Ｋｇ／ｃｍ　　６０　Ｌ／ｍｉｎ

２５Ａ　２．５Ｋｇ／ｃｍ　　６０　Ｌ／ｍｉｎ

２２５Ａ　２．５Ｋｇ／ｃｍ　　６０　Ｌ／ｍｉｎ

２２５Ａ　２．５Ｋｇ／ｃｍ　　６０　Ｌ／ｍｉｎ

注記　（１）６Ｆ床下に有る配管・弁類は全て、２０Ｋ耐圧とする。

予作動弁廻り詳細図〈１階事務室・１階中央管理室〉

３． 各工事工程に合わせ、水抜き・水張りを行う。

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

６Ｆ

５Ｆ

７Ｆ

８Ｆ

９Ｆ

１０Ｆ

１１Ｆ

１２Ｆ

１３Ｆ

Ｐ１Ｆ

Ｐ２Ｆ

３
，

０
０

０
３

，
０

０
０

３
，

０
０

０
３

，
０

０
０

３
，

０
０

０
４

，
０

０
０

４
，

０
０

０
４

，
０

０
０

，
４

５
０

０
３

，
０

０
０

４
，

０
０

０
３

，
０

０
０

３
，

０
０

０
４

，
１

０
０

Ｓ
Ｐ

Ｓ
Ｐ

ＳＰ

Ｘ
Ｓ

Ｘ
Ｓ

Ｘ
Ｓ

Ｘ
Ｓ

ＤＤ

Ｄ

１００

Ｄ
Ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｄ

双口送水口（ＳＰ用）Ｘ２

双口送水口（連送用）Ｘ２

１００，１００，１００，１００

６０２

ＰＦＵ

Ｐ

１５０

Ｍ

３２

３２３２

３２ ３２

３２ ３２
防虫網

１００

３消火水槽（有効３３Ｍ　）１５０

５０

１５

１５０

２５

（ＳＵＳ）１００

ＳＰ

１５０
１２５

３２

３２ １００

３２
１２５

１００

１２５５０

１００

１００

１５０

Ｓ
Ｐ

５０，１００，１２５

６０３

ＴＦ

１００

３２３２

３２

３２

３２

１００

１００

３２

３２

３２

３２

３２

３２

１００

１００

１００

１００

１００

１２５

１２５

５０

２５

２５

２５

２５

２５

２５

２５

５０

１００

１００

１００

１００

１００

２５

２５

５０ １２５

１２５

８０

６５ ８０

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

Ｘ
Ｓ

８０ＡＳＰ用テスト弁

Ｓ
Ｐ

Ｓ
Ｐ

６５Ａ連結送水管用テスト弁

２５
２５

１００
１００

３２

３２

３２

３２

３２

３２

３２

３２

３２

ＳＵＳ製（屋外設置，耐塩害仕様）

５０

６５

６５

３２

ブリッジ

３２

３２

１００

２５

Ｄ

ＳＵＳ製（屋外設置，耐塩害仕様）

５０

５０

３２

６０４

ＣＰ

Ｍ

３２
３２

ＣＰ

２
５

５０
１５０ ３２

ヘッドカバー付

ＸＳ

Ｄ

Ｍ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｍ

ＳＰ

Ｍ

１００

２５

２５

５０

２５
電動弁

（本工事）

予作動ＳＰ制御盤

（本工事）

ＨＰ１．２－２Ｃ（１９）
ＨＰ１．２－４Ｃ（１９）
ＨＰ１．２－３Ｃ（１９）

エントランスロビ－ 事務室 中央管理室

体育館兼講堂



A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

受託者名

令和　２年　３月

令和 　２年 　３月 ３１日
JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

Ｍ－２３

注）

１．

２． 既設機器・配管部分を示す。

スプリンクラーヘッド取外し再取付部分を示す。（１階合計３４ヶ所）

機械設備　１階消火平面図（更新・撤去）

３． 各工事工程に合わせ、水抜き・水張りを行う。

Ｎ
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Ｐ
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Ｐ
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Ｐ

Ｓ
Ｐ

Ｓ
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地

境
界

線
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.
5
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隣
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界

線
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.
5
5

５０５０

５０

１２５
１２５

１５０

２５

２５ ５０

２５

２５

３２

１００

１００

１００

４０

２５

３２

２５

１００

４０

２５ ２５

４０

２５ ２５ ２５ ２５ ２５

２５２５
２５ ２５

４０

４０

５０
２５ ２５

５０

２５

２５ ２５

２５

４０

２５

５０

５０

２５２５

２５２５

２５

４０

２５２５

５０

２５ ２５

２５２５

５０

３２

２５

５０

２５

２５

３２４０
２５

２５２５２５

２５

１５０

１００

１００

４０

６５

２５

３２ ５０

２５

２５

２５

５０

２５

（床下ピット内）

２５５０ ２５

１００

４０

２５

２５

２５

２５

２５２５

２５

８０

２５２５

３２４０

２５

２５

２５ ２５

４０
１５０

６５

６５ ２５２５

６５

２５５０

６５

１００

５０

６５ ２５

５０

５０

５０

２５

１００１００ ６５

４０

４０

２５
４０

２５

２５

４０

５０

２５

２５

６５

２５

２５

２５

６５

５０

２５

２５
２５

５
０

６５

２５ ２５

５０

２５

５０

２５

１５０

２５

１００
２５

２５

３２

３２

２５ ２５２５

２５

２５ ２５

２５２５

２５

１００

２５

２５ ２５ ２５

６５

２５ ２５

１００

６５

４０

２５

２５

５０

４０ ３２

３２

３２ ２５

２５

２５

２５

３２

４０

１５０

４０

２５

２５ ２５

５０

３２

５
０

４
０

５０

５０

４０

５０（１階系統）

２５Ａ

２５

１２５

１５０

１５０

ＭＦ

４０

１００

１５０

３２

２５

１５０

Ｐ

２５

３２（床下配管）

３２（床下配管）

送水口（スプリンクラー用）Ｘ２

送水口（連結送水管用）Ｘ２

５０（１階系統），５０，１２５

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｘ
Ｓ

Ｘ
Ｓ

ＸＳ

B階段

中庭

業務課

C階段

夜間通用口

男子便所(2)

廊下4

D階段

屋外機置場

EPS

植込

植込

DWDS

EV1

EPSEPS

EPS

OA

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾛﾋﾞｰ

EV2

A階段

植込

男子便所(1)

EVﾎｰﾙ

ｷｰﾎﾞｯｸｽ室

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室

物入(1)

ﾌﾛﾝﾄ

食堂

湯沸

中央管理室

廊下3

可動式書庫

図書資料室

駐輪場

(30台)

ﾗｳﾝｼﾞ

廊下2

厨房

倉庫
【工事用資材置場】

ｺﾞﾐ庫

車庫
【工事用資材置場】

総務課

受水槽室

会議室2 所長室

廊下1

風除室1

広報展示室

EPS

物入(3)

ﾌﾛﾝﾄ事務室

更衣室(1)

更衣室(2)

女子

便所

客用

DS
PS

ﾀﾗｯﾌﾟ室2 男子

便所

客用

ﾄｲﾚ(2)

多目的

客用廊下

風除室2

食品庫

更衣室(3)

更衣室(4)食堂事務室

従業員食堂

前室 脱衣室

押入

UB

休憩室

女子便所(2)

EPS

女子便所(1)

SK

多目的
ﾄｲﾚ(2)

仮眠室

湯沸(1) 物入(2)

DS



A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

受託者名

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

Ｍ－２４

注）

１．

２． 既設機器・配管部分を示す。

スプリンクラーヘッド取外し再取付部分を示す。（２階合計１３ヶ所）

機械設備　２階消火平面図（更新・撤去）

３． 各工事工程に合わせ、水抜き・水張りを行う。
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Ｐ
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３２（２階系統）

２Ｆ系統

別紙

４０

５０（１階系統）

５０，１２５

３２

ＳＰ

２５

１００

５０

５
０

１２５

２５

４０

５０

１００

５０
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庇
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DW
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器具庫
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多目的ﾄｲﾚ 市民参加協力課/企業連携課
会議室3
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廊下 DS
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A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

受託者名

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

Ｍ－２５

注）

１．

２． 既設機器・配管部分を示す。

スプリンクラーヘッド取外し再取付部分を示す。（３階合計２７ヶ所）

機械設備　３階消火平面図（更新・撤去）

３． 各工事工程に合わせ、水抜き・水張りを行う。
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ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞﾙｰﾑ上部

物入上部

電気室

C階段
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ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

A階段

ﾀﾗｯﾌﾟ室2
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(1)
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物入(1)

空調機械室

倉庫(1) 天井裏
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ﾌｧﾝ室
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D階段
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倉庫(2)

廊下(2)

倉庫(3)

廊下(1)

物入(2)

EVﾎｰﾙ

客用廊下

健康相談室

湯沸

客用廊下2

体育館兼講堂吹抜上部

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ置場

物入(3)
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ﾌﾞﾘｯｼﾞ



A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

受託者名

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

Ｍ－２６

注）

１．

２． 既設機器・配管部分を示す。

スプリンクラーヘッド取外し再取付部分を示す。（４階合計７ヶ所）

機械設備　４階消火平面図（更新・撤去）

３． 各工事工程に合わせ、水抜き・水張りを行う。
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地冷・地温受入施設配管組立図

地冷・地温供給施設側
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空調配管　系統図

（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

A1:S=NO SCALE

A3:S=NO SCALE

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

機械設備　空調配管系統図（撤去）

Ｍ－２７

注）

１．

２．

撤去部分を示す。

水抜き後残置配管部分を示す。（二次側バルブ部にプラグ止め処理を行う）

１
５

０
４

，
５

０
０

▽２ＦＬ

４
，

０
０

０

▽３ＦＬ

４
，

０
０

０

▽４ＦＬ

４
，

０
０

０
３
，

０
０

０

▽５ＦＬ

▽６ＦＬ

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

１
９

，
５

０
０

ＦＣＵ

241-8

ＰＡＣ

231a

ＰＡＣ

231b

×2
ＰＡＣ

232

ＰＡＣ

233

×４
ＦＣＵ

244-6

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-6

ＡＣ

203

ＡＣ

202

ＡＣ

206

ＡＣ

204

ＡＣ

201

ＰＡＣ

231

屋外

ＰＣ

１５５

ＨＣＳ

ＰＣ

１１２

ＨＣＲ

１５７

１５８

ＨＣＲ

１１１

ＨＥＸ

００１００２

ＨＥＸ

１０３

ＰＣ

ＨＣＳ

１５２

１０２

ＰＣ

ＨＣＳ

１５１

ＰＣ

１０１

ＨＨＳ

１５３

１２３

ＰＨ

１２２

ＰＨ

ＨＨＳ

１５４

１２１

ＰＨ

ＨＥＸ

０１２

１３２

ＰＨ

ＨＨＲ

１６１

ＨＨＲ

１６２

ＨＥＸ

０１１

１３１

ＰＨ

ＨＨＳ

１５９

ＦＣＵ

241-6

地冷・地温

受入施設

熱源供給会社より
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神戸熱供給（株）神戸東部新都心地区熱供給規定および熱供給規定実施細則によること
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（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

注）

１．

２．

撤去部分を示す。

水抜き後残置配管部分を示す。（二次側バルブ部にプラグ止め処理を行う）
Ｍ－２８

機械設備　１階配管平面図（撤去）
A1:S=1/100

A3:S=1/200
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各配管サイズは平面図参照
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（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

注）

１．

２．

撤去部分を示す。

水抜き後残置配管部分を示す。（二次側バルブ部にプラグ止め処理を行う）

A1:S=1/100

A3:S=1/200

Ｍ－２９

機械設備　２階配管平面図（撤去）
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各配管サイズは平面図参照
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０
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Ｃ
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Ｃ
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Ｃ
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Ｄ
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Ｄ
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２５

ＣＨＲ ２５
２５ＣＨ

３２Ｄ

３２Ｄ Ｄ ３２

ＣＨＲ ２５
２５ＣＨ

ＣＨＲ ２５
ＣＨ ２５ ＣＨ

ＣＨＲ
２５
２５

２５

２５

３２Ｄ

２５

３２Ｄ

２０
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Ｄ ４０

ＣＨ ８０

ＣＨＲ ８０
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ＣＨＲ
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６５

２０
３２Ｄ

ＣＨＲ
ＣＨ ２５
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Ｄ

４０

Ｄ

４０

Ｄ

３２

Ｄ Ｄ

６５ ５０

Ｄ

５０

Ｃ
Ｈ
ＲＣ
Ｈ

１００

Ｄ

５０ Ｄ

５０

Ｄ

５０Ｄ

Ｄ

６５

Ｄ ３０

ＣＨ
２５

ＣＨＲ
１００

ＣＨ １００

ＣＨＲ
１００

ＣＨ １００

客用廊下2

空調機械室
(厨房用)

器具庫

物入(1)

A階段

ﾀﾗｯﾌﾟ室2

ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞﾙｰﾑ

ﾌﾞﾘｯｼﾞ

C階段

B階段

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾛﾋﾞｰ吹抜上部

EPS

DS

DS

EPS

DS

UB

UB

DS

EV1 EV2

EPS

PS

DS

OA

天 窓

2階
屋上庭園

ﾊﾞﾙｺﾆｰ
(76.95㎡)

ｱﾙﾐ庇(J)

屋根

屋根

庇

中庭上部

屋根

廊下

物入(3)

女子
便所
(2)

体育館兼講堂

物入(5)

湯沸
DW

EPS

会議室4

EPS

物入(3)

女子
便所
(1)

男子
便所
(1)

多目的ﾄｲﾚ

研修監理員室

D階段

市民参加協力課/企業連携課

ﾗｳﾝｼﾞ

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝﾙｰﾑ(2)

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝﾙｰﾑ(1)

EVﾎｰﾙ

PS

客用廊下

EPS

会議室3

物入(4)

男子
便所
(2)

ﾛｯｶｰ室(2)

ﾛｯｶｰ室(1)

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾛﾋﾞｰ吹抜上部

140

14
0

140

14
0

14
0

140
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×2×2×2×2×2 ×2

（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

注）

１．

２．

撤去部分を示す。

水抜き後残置配管部分を示す。（二次側バルブ部にプラグ止め処理を行う）

A1:S=1/100

A3:S=1/200

Ｍ－３０

機械設備　３階配管平面図（撤去）

プラグ止×4

バルブ止×2

ＣＨＲ
ＣＨ

ＣＨ
ＣＨＲ

Ｃ
ＣＲ

Ｄ

バルブ止×4

ＣＨＲ
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バルブ止×2
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ＣＨＲ

Ｃ
ＣＲ

Ｄ

バルブ止×4

ＣＨＲ
ＣＨ

Ｄ

バルブ止×2

Ｄ

ＦＣＵ廻り撤去範囲

各配管サイズは平面図参照

バルブ止×2

プラグ止×4
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140 140

加湿器付

Ｃ
Ｈ

Ｒ
Ｃ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｈ

Ｃ
Ｈ

Ｄ

１
０

０

１
０

０

４０

Ｄ３０

ＣＨＲ２５

２５ＣＨ

８
０

８
０

１
０

０
１

０
０

１００
ＣＨＲ

１００ＣＨ

ＣＨＲ
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Ｃ
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Ｄ
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Ｄ
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Ｄ

Ｄ

３２

３２Ｄ
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Ｃ
Ｒ Ｃ

Ｃ
Ｈ

８０　，　８０

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ

Ｃ
Ｒ

６５　，　６５

湯沸

ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞﾙｰﾑ上部

物入上部

空調機械室

電気室発電機室

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ置場

C階段

B階段

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

男子
便所
(1)

A階段

ﾀﾗｯﾌﾟ室2

女子
便所
(1)

D階段

体育館兼講堂吹抜上部

DWDS

EPS

OA

EPS

屋根

EV1 EV2

PS

DS

ﾊﾞﾙｺﾆｰ
(76.95㎡)

  3階　

ｱﾙﾐ庇(I)

多目的ﾄｲﾚ

屋上庭園

ﾌｧﾝ室

煙突

物入(2)

EPS

廊下(1)

屋外機置場

客用廊下

EPS EPS

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾛﾋﾞｰ吹抜上部

中庭上部

客用廊下2

物入(3)

物入(1)

ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ32
ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ33 ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ34 ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ35

健康相談室

ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ36

ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ31

ﾌﾞﾘｯｼﾞ

PS

EVﾎｰﾙ

廊下(2)

倉庫(1)
LANｻｰﾊﾞｰ室 倉庫(2) 倉庫(3)

天井裏

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾛﾋﾞｰ吹抜上部

熱源機械室
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×2×4×4
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×2

（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

注）

１． 撤去部分を示す。

A1:S=1/100

A3:S=1/200

Ｍ－３１

機械設備　４階配管平面図（撤去）

バルブ止×2
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Ｄ

バルブ止×4

ＣＨＲ
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Ｄ

バルブ止×2

Ｄ

ＦＣＵ廻り撤去範囲

各配管サイズは平面図参照
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ｱﾙﾐ庇(I)
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和室1

踏込
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ｼｬﾜｰ室1

物入(1)

ｾﾐﾅｰ室42

ｾﾐﾅｰ室41

4階中庭
屋上庭園

(日本庭園)

客用廊下1

DS,PS,ﾗｳﾝｼﾞ空調機

EVﾎｰﾙ

PS

和室2

縁側

水屋

ｼｬﾜｰ室2



ＦＣＵ

246-6

×3

（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

注）

１． 撤去部分を示す。

A1:S=1/100

A3:S=1/200

Ｍ－３２

機械設備　５階配管平面図（撤去）

ＣＨＲ
ＣＨ

Ｄ

バルブ止×2

ＦＣＵ廻り撤去範囲

各配管サイズは平面図参照
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A階段
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客室廊下

風の塔(ﾗｳﾝｼﾞ上部)
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B階段
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（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

A1:S=1/100

A3:S=1/200

Ｍ－３３

機械設備　１階ダクト平面図（撤去）

たわみ継手

吹出チャンバー

天井埋込型ファンコイル
ファンチャンバー（フィルター付き）

天井埋込型ファンコイル廻りダクトサイズ

　８００ｘ３００ｘ３００Ｈ

１１００ｘ３００ｘ３００Ｈ

１４００ｘ３００ｘ３００Ｈ

１９００ｘ３００ｘ３００Ｈ

吹出チャンバー

１８４０ｘ２５０

１３８０ｘ２５０

１０７０ｘ２５０

　７６０ｘ２５０

たわみ継手

　４００タイプ

　６００タイプ

　８００タイプ

１２００タイプ

ファンコイル型式

ＦＣＵ廻り撤去範囲

ダクト撤去範囲（ダクトサイズは平面図参照）

注）

１． 撤去部分を示す。

Ｎ

RB

RA

R3

R2

R1

62,400

9,000 2,400 9,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 3,450

4
0
,
50

0

1
,
8
00

1
,
8
00

7
,
3
50

2
,
5
50

9
,
0
00

9
,
0
00

7
,
0
00

2
,
0
00

10°

10°

8,
20
0

X1 X2 X4 X5 X6 X7 X8 X9X3 X10 X11

Y1

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y2

Y3

300

ｘ２

ｘ３

ｘ２

ｘ３

ｘ３

ＥＶＦ

２５９

３０３

ＦＯＡ

ＦＥＸ

３１３

建

ＥＡＧ

ＥＶＦ

２５８’

ＥＶＦ

２５８

ＦＥＸ

３２３

ＥＶＦ

２６３

２５７

ＥＶＦ

ＶＦＥ

３５２

３５１

ＶＦＥ

ＦＯＡ

３０４３０４

ＦＵ

２５６

ＥＶＦ

１４

０１

３５２

ＶＦＥ ３２２

ＦＥＸ

ＦＥＸ

３３０

ＦＥＸ

３２４

３１４

ＦＥＸ

３３１

ＦＥＸ

３５３

ＶＦＥ
２６２

ＥＶＦ

３５４

ＶＦＥ
２６５

ＥＶＦ

２６６

ＥＶＦ

ＥＶＦ

２６１
２６０

ＥＶＦ

ＦＣＵ

２４１－８

ＦＣＵ

２４１－１２

ＦＣＵ

２４１－１２

ＦＣＵ

２４１－１２

２６０

ＥＶＦ

ＦＥＸ

３３２

ＦＥＸ

３３３

ＦＯＡ

３０７

ＶＦＥ

３６２

ＦＵ

３０７

２６４

ＥＶＦ

ＥＶＦ

２６４

２５４

ＥＶＦ

ＦＣＵ

２４１－８

２５２

ＥＶＦ

ＥＶＦ

２５３

ＥＶＦ

２５１

ｘ２

ｘ３

ｘ２
ＥＶＦ

２５５

ＦＵ

３０３

隣
地

境
界

線
 
5 2

.
5
5

隣
地

境
界

線
 
5 2

.
5
5

Ｍ

Ｍ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

９００
ｘ４５０

１０００
ｘ４５０

３００ｘ２５０

３００ｘ２５０

１５０φ

２００φ

２００φ

２００φ

２００φ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

防虫網１５０φｘ３

１２５φ

１２５φ

７

３

２５０φ
２５０φ

２５０φ

防虫網２５０φｘ５

防虫網２００φｘ３

防虫網１５０φ

２００φ

１５０φ

７００ｘ７，２００ｘ４５０Ｈ

（ＧＷ２５ｔ内貼り）

吹出口ボックス
吹出口ボックス

（ＧＷ２５ｔ内貼り）

７００ｘ３，７００ｘ４５０Ｈ

１５０φ

４

ＯＡ

手動開放装置

ＥＡ

防虫網（ＳＵＳ）９００ｘ６００

１階床下トレンチ内

８，１００ｘ３００ｘ４００

２５０ｘ２００

２００φ

２００φ ＦＤ

３５０ｘ２５０
ＥＡチャンバ－

ＦＤ １５０φ ＣＤｘ６

Ｄ

１５０φ

１，０００ｘ４５０２００φ

ＶＤ

２００φ

ＶＤ２００φ

２００φ
ＶＤ

ＶＤ２５０φ

１７５φ

２５０φ

２５０φ
２５０φ

ＶＤ

２２５φ

ＥＡ

ＥＡ

ＶＤ

ＶＤ

ＲＡ

２５０φ
２５０φ

２２５φ

２２５φ

２２５φ

２５０φ

ＶＤ
２５０φ

ＲＡ

ＥＡ ＥＡ

２５０φ

ＲＡ

ＶＤ

２５０φ

ＶＤＶＤ

ＶＤＥＡ

２５０φ

ＦＤｘ５

２５０φ

２２５φ

２５０φ ＦＤｘ７

ＦＤｘ３

１５０φ

１５０φ

１５０φ

２００φ

２００φ

２００φ

ＥＡ

２５０φ ２５０φ
２５０φ

２５０φ

ＶＤＣＤ

２００φ

（ＯＡ）
ＳＡ

１５０φ

ＦＤ

２５０φ
２５０φ

ＶＤ，ＣＤ３００ｘ２５０

ＦＤ

ＶＤ，ＣＤ

９００ｘ４５０

２００φ
消音エルボ

ｘ３００
４５０

ＶＤ，ＣＤ５５０ｘ３００

２５０φ ＶＤ・ＣＤ２５０φ

２００φ ＦＤ ＶＤ・ＣＤ２００φ４５０ｘ２５０

１５０φ
１５０φ

１５０φ
ＦＤ
ＦＤ
ＦＤ

ＦＤ
ＦＤ

２００φ
１５０φ
１５０φ

ＦＤ１００φ

２００φ

２００φ

ＦＤ

１，０００ｘ４５０

２００φ

１５０φ １５０φ
２００φ２００φ

２５０φ
２５０φ
２５０φ

９００ｘ４５０

１５０φ １５０φ
２００φ

１７５
１７５

ＶＤ

２２５φ

防虫網１５０φ

２００φ

防虫網２００φ

防虫網１２５φ

防虫網１２５φ

１２５φ

１２５φ

２００φ

１５０φ

防虫網１２５φ

防虫網１２５φ

防虫網２００φ

１７５

１７５

１７５

１７５ １７５

２００φ

２００φ２００φ

２００φ

防虫網２００φｘ３
２００φ

２００φ

２００φ

ＶＤ

２００φ

２００φ

１５０φ

１５０φ

２００φ

２００φ

２００φ

１５０φ

ＦＤ

２００φ
２５０φ

ＥＡ

ＶＤ

ＲＡ

ＶＤ

２００φ

２００φ

２００φ

ＲＡＥＡ

ＶＤ
ＶＤ

２００φ

２００φ

２００φ ２００φ

２００φ ２００φ ２００φ２００φ

２００φ

２００φ

２００φ２００φ

１５０φ １２５φ １５０φ
１２５φ

１５０φ

１２５φ

１２５φ

１５０φ １５０φ１５０φ１５０φ１５０φ１５０φ

防虫網１５０φｘ２ 防虫網１５０φｘ２ 防虫網１５０φｘ２

ＶＤ，ＣＤ

４００ｘ２００

ＦＤ

６００ｘ１５０

防鳥網（ＳＵＳ）６００ｘ１５０

２００φ
２００φ

ＦＤ

２００φ ２００φ

防虫網２００φｘ３

２００φ

２００φ

防虫網２００φｘ２

防虫網１５０φｘ２

２００φ
２００φ

２００φ

２００φ

１５０φ
１５０φ

ＲＡＥＡ

ＶＤ

２００φ

防虫網２００φｘ６

２００φ

ＥＡ

ＶＤ

ＶＤ

ＲＡ

ＲＡＲＡ

２００φ ２００φ ２００φ

２００φ
２００φ

２００φ

２００φ

１５０φ

２２５φ ２２５φ

防虫網２００φｘ３

ＦＤ

１５０φ

１５０φ

１２５φ

１５０φ
１５０φ

１２５φ

１５０φ

１５０×４５０

ＦＤ

１５０ｘ４５０

２００φ
１５０φ

１５０φ

２００φ

ＶＤ

１５０φ

１５０φ

１７５φ

５ ６

１０

１

２ ３２ ３２００φ
３

防虫網２００φｘ２防虫網２００φｘ２

１

３

２

６５０ｘ４５０

８

７

９

２５０φ

２５０φ

２２５φ２２５φ ２２５φ

２２５φ ２２５φ

ＥＡチャンバ－　
１５００ｘ３００ｘ４５０Ｈ

２００φＶＤ

３００×３００

３００×５００

ＭＤ
ＶＤ

ＨＳ
７００×２５０

防鳥網（ＳＵＳ）４００ｘ２５０

ＭＤ

ＶＤ３００×３００

４００φ

４００φ

ＶＨＳ４５０×３００

１７５φ

１００φ

１５０φ

ＶＤ２００φ

ＦＤ

ＦＤ

ＦＤ
ＦＤ

ＦＤ

１５０φ
１５０φ
１５０φ

２００φ

遮音シ－ト０．５　２回巻きｔ

２００φ

３００ｘ２５０

１７５

Ｓ
Ｅ

Ｏ
Ａ

６５０ｘ４５０ ９００ｘ６００

２

フロント

ＢＬ－Ｄ　１，５００Ｌ

１
ＲＡ：　（ＦＣＵ）

スリット　５，０００ｘ２００

吸込口（天井リタ－ン）

ＳＡ：　２３０ＣＭＨ

吹出口

食堂

B階段

中庭

食堂事務室

ﾄｲﾚ(2)

C階段

夜間通用口

男子便所(2)

休憩室

ﾌﾛﾝﾄ
廊下4

風除室1

従業員食堂

D階段

屋外機置場

EPS

DS

植込

駐輪場

植込

(30台)

DWDS

EPS

UB

押入

EV1

EPSEPS

EPS

OA

EPS

ｷｰﾎﾞｯｸｽ室

EV2

風除室2多目的

DS

ﾀﾗｯﾌﾟ室2

A階段

植込

男子便所(1)

男子

便所

客用

女子

便所

客用

PS

物入(1)

客用廊下

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室

EVﾎｰﾙ

更衣室(2)

更衣室(1)

ﾌﾛﾝﾄ事務室

広報展示室

物入(3)

図書資料室

廊下1

可動式書庫

会議室2

所長室

受水槽室

総務課

湯沸(1)

物入(2)

廊下3

業務課

車庫
【工事用資材置場】

仮眠室

中央管理室
女子便所(1)

SK

多目的
ﾄｲﾚ(2)

ｺﾞﾐ庫
湯沸

倉庫
【工事用資材置場】

脱衣室

前室

女子便所(2)

更衣室(4)

更衣室(3)

食品庫

厨房

廊下2

ﾗｳﾝｼﾞ

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾛﾋﾞｰ

140



ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-4

ＦＣＵ

241-4

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-6

×4

×2

×2

ＦＣＵ

241-6

×6

（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

A1:S=1/100

A3:S=1/200

Ｍ－３４

機械設備　２階ダクト平面図（撤去）

たわみ継手

吹出チャンバー

天井埋込型ファンコイル
ファンチャンバー（フィルター付き）

天井埋込型ファンコイル廻りダクトサイズ

　８００ｘ３００ｘ３００Ｈ

１１００ｘ３００ｘ３００Ｈ

１４００ｘ３００ｘ３００Ｈ

１９００ｘ３００ｘ３００Ｈ

吹出チャンバー

１８４０ｘ２５０

１３８０ｘ２５０

１０７０ｘ２５０

　７６０ｘ２５０

たわみ継手

　４００タイプ

　６００タイプ

　８００タイプ

１２００タイプ

ファンコイル型式

ＦＣＵ廻り撤去範囲

ダクト撤去範囲（ダクトサイズは平面図参照）

注）

１． 撤去部分を示す。

Ｎ

RB

RA

R3

R2

R1

10°

10°

4
0
,
50

0

1
,
8
00

1
,
8
00

7
,
3
50

2
,
5
50

9
,
0
00

9
,
0
00

7
,
0
00

8,
20
0

2
,
0
00

Y1

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y2

Y3

62,400

9,000 2,400 9,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

X1 X2 X4 X5 X6 X7 X8 X9X3 X10 X11

300

ＶＤ

Ｍ ＭＭ ＭＭ ＭＭ

ｘ２

２７１

ＥＶＦ

２７１

ＥＶＦ

２７２

ＥＶＦ ＥＶＦ

２７３２７０

ＥＶＦ

２６９

ＥＶＦＦＥＸ

３３７

ＦＣＵ

２４１－６

ＥＶＦ ｘ２

２６７

ＶＦＥ

３５６

３５５

ＶＦＥ

ＶＦＥ

３５６

２０１

ＡＣ

０２

１４

１
５

０
φ

２
０

０
φ

２
０

０
φ

９００×４５０

ＥＡ ＥＡ

２
０

０
φ

１
５

０
φ

ＲＡ

２
０

０
φ

１５０φ
２００φ

２００φ
ＦＤ

防虫網２００φ

防虫網２００φ

ＯＡ

防虫網１５０φ

防虫網１５０φ

ＥＡ

防虫網２００φ防虫網２００φｘ５
ＥＡ

２
０

０
φ

２
０

０
φ

２
０

０
φ

２
０

０
φ

２
０

０
φ

２００φ

２００φ

２００φ

２００φ ２００φ
ＥＡ

２
０

０
φ

２
０

０
φ

２
０

０
φ

２
０

０
φ

２
０

０
φ

２００φ

２００φ

２００φ

防虫網２００φｘ５
ＯＡ

ＲＡＲＡ

吹出口ボックス

４５０ｘ５，１００ｘ４５０Ｈ

（ＧＷ２５ｔ内貼り）

２００φ

２００φ
２００φ

１５０φ

１５０φ

１５０φ

３５０×２００

１５０φ

２００φ

ＦＤ
１５０φ

ＶＤ

ＦＤ

３５０ｘ２００

２００φ

２００φ

１５０φ

２００φ

２００φ

ＥＡ

２００φ

防虫網２００φ
ＥＡ

２００φ

ＶＤ

２００φ

防虫網２００φ

２００φ

２００φ
ＥＡ

２００φ

２００φ

ＲＡ

２５０ｘ２５０

２００φ

２００φ
下部ＶＤ１，２００ｘ２００取付ｘ３

ＦＶＤ

２２５φ

７５０ｘ４５０

ＦＤＦＤ

８００ｘ３５０

２２５φ

ＲＡ

２００φ

１５０φ

２２５φ

７００ｘ４００

２５０φ

ＥＡ

８００
ｘ３５０

ＦＶＤ

２２５φ

ＦＤ

１００φ

１５０φ
１２５φ

１２５φ
１００φ

１７５φ

７５０×４５０

１７５φ

ＳＡ

ＦＤ

以降体育館二重床内ダクト

２００φ

ＦＤ

ＲＡチャンバー

ＦＤ

１５０φ

１５０φ

２５０φ
１５０φ

２００φ

７５０ｘ４５０１５０φ

２２５φ

２２５φ ９００ｘ６００

下部ＶＤ８００ｘ３００取付ｘ３

自然給気用二重床内スラブ開口（建築）にＭＤ　２，０００ｘ３００　取付の上、

床グレ－チング（建築）１，８００ｘ２００にダクト接続　ｘ７ヶ所

ＲＡチャンバー

１，０００ｘ４５０

ＲＡチャンバー

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｅ

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＦＥＸ

３３６

ＦＥＸ

３３５

７００ｘ４００

３５０ｘ２５０

Ｓ
Ｅ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

１，０００ｘ４５０

Ｓ
Ａ

９００×４５０

ＦＤ

客用廊下2

A階段

ﾀﾗｯﾌﾟ室2

ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞﾙｰﾑ

ﾌﾞﾘｯｼﾞ

C階段

B階段

D階段

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾛﾋﾞｰ吹抜上部

EPS

EPS

UB

DS

EV1 EV2

EPSEPS

PS

PS

DS

OA

天 窓

2階
屋上庭園

ﾊﾞﾙｺﾆｰ
(76.95㎡)

ｱﾙﾐ庇(J)

屋根

屋根

庇

中庭上部

屋根

ﾛｯｶｰ室(1)

体育館兼講堂

湯沸
DW

EPS

会議室4

EPS

男子
便所
(1)

研修監理員室

市民参加協力課/企業連携課 会議室3

物入(5)
空調機械室
(厨房用)

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾛﾋﾞｰ吹抜上部

ﾗｳﾝｼﾞ

DS

物入(4)

男子
便所
(2)

ﾛｯｶｰ室(2)

DS

DS

器具庫

物入(3)
女子
便所
(2)

UB廊下

物入(3)

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝﾙｰﾑ(2)

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝﾙｰﾑ(1)

EVﾎｰﾙ

客用廊下

女子
便所
(1)

物入(1)

多目的ﾄｲﾚ
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ＦＣＵ

241-4

ＦＣＵ

241-4

たわみ継手

吹出チャンバー

天井埋込型ファンコイル
ファンチャンバー（フィルター付き）

天井埋込型ファンコイル廻りダクトサイズ

　８００ｘ３００ｘ３００Ｈ

１１００ｘ３００ｘ３００Ｈ

１４００ｘ３００ｘ３００Ｈ

１９００ｘ３００ｘ３００Ｈ

吹出チャンバー

１８４０ｘ２５０

１３８０ｘ２５０

１０７０ｘ２５０

　７６０ｘ２５０

たわみ継手

　４００タイプ

　６００タイプ

　８００タイプ

１２００タイプ

ファンコイル型式

ＦＣＵ廻り撤去範囲

ダクト撤去範囲（ダクトサイズは平面図参照）

（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

A1:S=1/100

A3:S=1/200

注）

１． 撤去部分を示す。
Ｍ－３５

機械設備　３階ダクト平面図（撤去）

Ｎ

62,400
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00
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,
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00

Y1

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y2

Y3

RB

8,
20
0

RA

R3

R2

R1

10°

10°

300

ｘ４
ＦＣＵ

２４４－２

ＶＦＥ

３５８

２７６

ＥＶＦ

ＦＣＵ

２４１－６

ＥＡＧ

建

ＡＣ

２０２

ＡＣ

２０３

ＦＥＸ

３３８
ＥＶＦ

２７４

ＥＶＦ

２７４

ＥＶＦ

２７４

ＥＶＦ

２７４

ＥＶＦ

２７４

ＥＶＦ

２７５ ３５７

ＶＦＥ ＥＶＦ

２７４

１４

０４

140

140 140

建

ＥＡＧ

１４

０３

Ｅ
ＡＯ

Ａ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｅ

２００φ

２００φ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

１５０φ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ Ｏ

Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

ＥＡ

２００φ
ＲＡ

２００φ

ＲＡ

水抜き４０φｘ２

ＯＡチャンバ－　３，０００ｘ１，２００ｘ１，８００Ｈ（中仕切付）

上部ＯＡ取入口に接続（底部に水抜き４０φｘ２取付）

仕切板取付

ＲＡ ＲＡ

ＲＡ

消音エルボ

ＶＤ

防虫網２００φｘ４１５０φ ＦＤ

７５０ｘ４００ ＦＶＤ

７５０×４００

ＦＶＤ

ＦＶＤ

７５０×４５０

ＳＡ

１５０φ

１５０φ

１００φ

ＥＡ 消音エルボ

ＳＡ

７５φ

ＦＶＤ

１００φ

７５φ

１２５φ１２５φ

１００φ

１００φ

１２５φ１５０φ１５０φ

１５０φ

消音エルボ

２００×３５０

７
５

０
×

４
０

０

ＦＤ

７００
ｘ４００

消音器（セル型）

３００×３００

４００×７００

３００×３００
ＦＤ

ＦＤ

１
２
５
φ

２５０φ ２５０φ

４５０×４００

ＦＤ×４

３
０

０
×

４
０

０
３

０
０

×
４

０
０

３
５

０
×

４
０

０

消音

６００×６００

４５０×４００

２
５

０
φ

４５０ｘ４００

９００
×４００

７
０
０
×
５
０
０

７
０
０
×
５
０
０

９
０
０
×
４
０
０

９
０
０
×
４
０
０

９００
×４００

１３００
×３００

９００
×４００

ＦＤ ＦＤ ＦＤ

ＲＡ

３
５

０
×

４
０

０

＜３，０００ＣＭＨ＞
ＲＡ

７５０ｘ２５０

３００×４００
７５０
ｘ３００

１２５φ

ＲＡ

ＲＡ

２５０ｘ２５０

２００φ ２００φ ２００φ ２００φ

消音エルボ

ＦＤ

４５０×３００

５００×１２０ ５００×１２０

２００φ

２００φ

２５０φ ２５０φ

２００φ

２００φ

ＦＤ

ＳＡ

ＳＡ

４００ｘ２５０
３００ｘ２５０

２００φ ２００φ ２００φ ２００φ

２５０ｘ４００

７００ｘ１５０

２００φ ２００φ ２００φ ２００φ

２００φ

２００φ

２００φ
２００φ

防虫網２００φｘ４ＯＡ ＥＡ

２００φ

２００φ２００φ

２００φ

２００φ

２００φ

２００φ ２００φ

ＥＡ防虫網２００φｘ３

防虫網２００φ

防虫網１５０φｘ２

防虫網２００φ

ＲＡ
２００φ １５０φ

１５０φ

１５０φ

２００φ

２００φ

２００φ２００φ

２００φ
１５０φ

２００φ

２００φ２００φ

９００ｘ４５０

９００
ｘ４５０

ＦＤ

ＳＡ

ＯＡ

ＦＶＤ

ＦＶＤ

ＦＶＤ

ＲＡチャンバ－

（ＧＷ５０ｔ内貼り）
７００ｘ６００Ｈ

ＲＡチャンバ－

（ＧＷ５０ｔ内貼り）
１，１００ｘ６００Ｈ

ＦＶＤ

ＦＤ

ＲＡ

３００×２５０

４００×３５０

４００×３５０

４００×３５０

４００×３５０

４００×３５０

４００×３５０

４００×３５０

ＶＤ・ＭＤ

ＶＤ
ＭＤ

ＶＤ
ＭＤ

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ ＲＡ

ＲＡ

（建築）

天井スリットｘ９

５５０×３５０

５５０×３５０

４００×３５０

ＶＤ・ＭＤ

ＶＤ・ＭＤ

ＶＤ・ＭＤ

ＶＤ・ＭＤ

ＶＤ・ＭＤ

ＶＤ・ＭＤ

ＶＤ・ＭＤ

４００φ

４００φ

４５０φ

４５０φ

４５０φ

４５０φ

４００φ

４００φ ３００φ

４００φ ３００φ

３００φ

４００φ ３００φ

４５０φ

４５０φ

４５０φ

４５０φ

４５０φ

４５０φ

４５０φ

４５０φ

５５０×３５０

５５０×３５０

４００ｘ３００ ３００ｘ２５０ ３００ｘ２５０ ３００ｘ２５０ ３００ｘ２５０

１５０φ

１５０φ

ＦＤ
１５０φ

ＶＤ

１５０φ

２００φ

３００ｘ２００

ＦＤ

ＦＶＤ ＦＤ

２
２
５
φ

１
５
０
φ

２
２
５
φ

１
５
０
φ

９００ｘ６００

ＦＤ
ＦＤ ＦＤ

３
５
０
ｘ
２
５
０

６
０
０
Ｘ
５
０
０

２５０×４００

２５０×３５０

６５０×５００

５００Ｘ８００

３５０Ｘ３００

６００Ｘ５００

６５０Ｘ５００

ＳＥ

ＯＡ

ＯＡ

ＦＤ

ＦＤ

ＦＤ

ＦＤ

３５０×２５０

防虫網

ＦＶＤ

ＦＤ

ＯＡ
ＶＤ

５５０×５５０

７５０×５００

Ｅ
Ａ

３００ｘ２５０

ＦＤ

ＥＡチャンバ－（中仕切付）

７００ｘ８，０００ｘ５００Ｈ

ＧＷ５０ｔ内貼り

Ｅ
Ａ

９００ｘ４５０

湯沸

ﾌﾞﾘｯｼﾞ

電気室

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ置場

C階段

B階段

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

A階段

ﾀﾗｯﾌﾟ室2

D階段

DWDS

EPS

PS

天井裏

EPS

屋根

EV1 EV2

PS

DS

ﾊﾞﾙｺﾆｰ
(76.95㎡)

  3階　

ｱﾙﾐ庇(I)

健康相談室ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ34ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ33ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ32ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ31 ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ35 ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ36

屋上庭園

煙突

廊下(1)

屋外機置場

客用廊下

EPS EPS

中庭上部

客用廊下2

熱源機械室

物入(3)

物入上部

OA

ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞﾙｰﾑ上部

廊下(2)

倉庫(1)LANｻｰﾊﾞｰ室 倉庫(2)

倉庫(3)

空調機械室

物入(2)

EPS

EVﾎｰﾙ

女子
便所
(1)

男子
便所
(1)

多目的ﾄｲﾚ

物入(1)

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾛﾋﾞｰ吹抜上部

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾛﾋﾞｰ吹抜上部

ﾌｧﾝ室

発電機室

体育館兼講堂吹抜上部
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（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

A1:S=1/100

A3:S=1/200

Ｍ－３６

機械設備　４階ダクト平面図（撤去）

注）

１． 撤去部分を示す。

たわみ継手

吹出チャンバー

天井埋込型ファンコイル
ファンチャンバー（フィルター付き）

天井埋込型ファンコイル廻りダクトサイズ

　８００ｘ３００ｘ３００Ｈ

１１００ｘ３００ｘ３００Ｈ

１４００ｘ３００ｘ３００Ｈ

１９００ｘ３００ｘ３００Ｈ

吹出チャンバー

１８４０ｘ２５０

１３８０ｘ２５０

１０７０ｘ２５０

　７６０ｘ２５０

たわみ継手

　４００タイプ

　６００タイプ

　８００タイプ

１２００タイプ

ファンコイル型式

ＦＣＵ廻り撤去範囲

ダクト撤去範囲（ダクトサイズは平面図参照）
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ｘ２

ｘ２

ｘ２ ｘ２

ＥＶＦ

２７９

ＶＦＥ

３５９

３６０

ＶＦＥ

２７７

ＥＶＦ

２７８

ＥＶＦ ＥＶＦ

３３４

建

ＳＥＧ

建

ＯＡＧ

建

ＥＡＧ

ＦＣＵ

２４１－６

ＡＣ

２０６

３２１

ＦＥＸ

ＦＥＸ

３２５

ＦＥＸ

３１６

３２７
ＦＯＡ

３０６ ３０６

ＦＵ

３２８

ＦＥＸ

Ｍ

ＦＥＸ

ａ

ａ

２００φ

２００φ

ＶＤ

ＯＡ

Ｄ２５　空調ドレン配管に接続

ＦＤｘ３

２５０ｘ２５０　ｘ３

ＦＶＤ

ＦＶＤ

２５０ｘ２５０

１５０φ

２５０ｘ２５０ ３００ｘ３００ ２５０ｘ２５０

２００φ

２５０×２５０

２５０×２５０

２５０×２５０

４００ｘ４００

２５０×２５０

２５０φ

３００φ

ＶＤ ＶＤ ＶＤ ＶＤ ＶＤ

３００×３００２５０×２５０
２５０×２５０

ＦＶＤｘ４

３００×４５０

２５０φ

９００ｘ４５０

ＦＤ

４００×２５０

ＦＤ

６００×３００

６００×３００

ＶＤ

６００ｘ３００

ＶＤ ＭＤ

２５０φ

防虫網１５０φ・１２５φ・１５０φ・２００φ・２００φ

防虫網２００φ×４

１２５φ
１５０φ

１２５φ，１５０φ

ＦＤ

２００φ

ＶＤ

２００φ

１５０φ・２００φ

２００φ

２００φ

１５０φ

１５０φ

天井内
ＶＤＶＤ ＶＤ

２２５φ ２２５φ ２２５φ ２２５φ

２２５φ ２２５φ ２２５φ ２２５φ

２００φ

２００φ

１５０φ

１５０φ

８００
ｘ１５０

８００
ｘ１５０

２００φ

ＶＤ

ＶＤ

２００φ

２００φ

ＶＤ

ＶＤ ＶＤ

２００φ
２００φ

２００φ
２００φ

２００φ２００φ

２００φ ２００φ

２００φ
２００φ

２００φ
２００φ

ＶＤ

ＶＤ

２００φ
２００φ

２００φ
２００φ

１５０φ

ＶＤ，ＣＤ

３
５
０
ｘ
２
５
０

４
０
０
ｘ
２
５
０

６
５
０
ｘ
５
０
０

５
５
０
ｘ
５
５
０

ＧＷ５０ｔ内貼り（中仕切付）

ＥＡチャンバ－　３，６００ｘ９００ｘ２，８００Ｈ

ＳＥ

６
０
０
ｘ
５
０
０

防鳥網（ＳＵＳ）取付

３
５
０
ｘ
３
０
０

８
０
０
ｘ
５
０
０

６
５
０
ｘ
５
０
０

１
５
０
０
ｘ
１
０
０

８
５
０
ｘ
１
０
０

９００ｘ４５０

部ＥＡダクト鉛遮音シ－ト０．５ｔ　２回巻とする。

７
５
０
ｘ
５
０
０

ＯＡ

３５０×２５０

２５０×５００

２２５φ

４００φ

ＦＤｘ３
ＳＵＳ金網

ＳＵＳ金網

８００×２００ １０００×２００ １０００×２００

９００×１５０ ９００×１５０ ９００×１５０

１００φ

１００φ

１５０φ
ＶＤ，ＣＤ

６００
ｘ１５０

６００
ｘ１５０

４００×２５０
ＦＤ

２００φ
２００φ

２００φ
２００φ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｓ
Ｅ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｅ
Ａ

２００φ

２００φ

９００ｘ４５０（屋上庭園下部ダクト）

ﾎﾞｲﾗｰ室

B階段1

B階段2

台所

客用廊下1

物入(2)

A階段

ﾀﾗｯﾌﾟ室2

C階段

4階中庭

屋根

PS

EPS

竹ﾃﾞｯｷ

床

屋上庭園
(日本庭園)

EV1 EV2

EPS

庇

渡り廊下

ﾃﾆｽｺｰﾄ

中庭上部

ｱﾙﾐ庇(I)

客用廊下2

縁側

押入

和室1

ｾﾐﾅｰ室41

前室(2)

物入(1)

水屋
前室(1) 踏込

和室2

EVﾎｰﾙ

女子
便所
(1)

多目的ﾄｲﾚ

男子
便所
(1)

DS,PS,ﾗｳﾝｼﾞ空調機

4階屋上庭園

ﾗｳﾝｼﾞ

ｾﾐﾅｰ室42

ｼｬﾜｰ室1

ｼｬﾜｰ室2

EPS

DS

DS



（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

縮　　 尺

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

A1:S=NO SCALE

A3:S=NO SCALE

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

Ｍ－３７

機械設備　自動制御計装図（撤去）

３．ファンコイルユニット制御（３）　　　

ＴＣ３、Ｒ１

子機

風量コントローラー

ＦＣＵ附属

親機

ＴＥ３

ＣＨＳ

ＣＨＲ

冷－暖切換

子機 親機

ＣＨＳ

ＣＨＲ

Ｃ Ｃ

Ｃ

ＦＡＮ

Ｃ

ＦＡＮ

ＦＡＮ ＦＡＮ

ＨＣ ＨＣ

ＣＨ ＣＨ

１．ファンコイルユニット制御（１）

階 部屋名 ＦＣＵ台数

系統表

階 部屋名 ＦＣＵ台数

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

１ 図書資料室 ３

１ 図書資料室 ２

１ 可動式書庫 ２

１ 会議室２ １

１ 所長室 １

１ 業務課 ８

１ 総務課 ４

１ 総務課 １

１ ラウンジ １

１ エントランスロビー ２

１ エントランスロビー ５

１ フロント １

１ 従業員食堂 ２

１ 厨房事務室 １

１ 休憩室 ２

１ 広報展示室 ６

１ 広報展示室 １

２ ラウンジ ６

２ ２

２ 研修管理員室 ２

２ 市民参加課 ２

２ 市民参加課 ４

２ 会議室３ ２

２ 会議室４ ２

２ 客用廊下 ２

２ オリエンテーション室 ６

３ 客用廊下 ２

３ セミナールーム３１ ２

３ セミナールーム３２ ２

３ セミナールーム３３ ２

３ セミナールーム３４ ２

３ セミナールーム３５ ２

３ 健康相談室 １

３ セミナールーム３６ ２

４ セミナー室４１ ４

４ セミナー室４２ ４

４ 和室１ ２

４ 和室２ ２

４ 脱衣室 １

４ 脱衣室 １

４ ラウンジ ２

４ ラウンジ ３

　合計 １０５

オリエンテーションルーム前

・室内温度により小型電動ボール弁（ＦＣＵ附属工事）の

　ＯＮ／ＯＦＦ制御を行う。

〈温度制御〉

・ファン停止時にバルブを全閉とする。

〈インターロック制御〉

子機 親機

ＣＨＳ

ＣＨＲ

ＣＳ

ＣＲ

Ｒ１（×３）

・風量切換機能

・ＯＮ／ＯＦＦ

・設定機能

・表示機能

ＮＰ１ＴＥ２

冷－暖切換

ＴＣ１

ＦＡＮ

Ｃ

ＦＡＮ

Ｃ

ＣＨ ＣＨ

２．ファンコイルユニット制御（２）

１．　　　部分は、撤去を示す。

〈注記〉

２．計装図撤去範囲に伴い必要に応じ、各階配管配線類も撤去を行う。

・室内温度により小型電動ボール弁（ＦＣＵ附属工事）の

　ＯＮ／ＯＦＦ制御を行う。

〈温度制御〉

〈注記〉

１．　　　部分は、撤去を示す。

〈注記〉

１．　　　部分は、撤去を示す。

・ファン停止時にバルブを全閉とする。

〈インターロック制御〉

・ファン停止時にバルブを全閉とする。

〈インターロック制御〉

２．計装図撤去範囲に伴い必要に応じ、各階配管配線類も撤去を行う。

２．計装図撤去範囲に伴い必要に応じ、各階配管配線類も撤去を行う。

２Ｆ　廊下

３Ｆ　廊下

１Ｆ　業務課、総務課、会議室２
２Ｆ　研修監理員室、市民参加協力課/企業連携課、会議室３・４

ファンコイルユニット制御（２）・（３）に示す室以外の室



１１．

（　）書きの数値は防振支持の機器の場合に適用する。

露出配管等の塗装

本工事は、以下の工事を含む。（詳細は、図面参照のこと）

工　　事　　名　　称

工　　事　　概　　要

１．総合発注の有無

項　　　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項

この工事に使用する機材は、監督職員の承諾を受ける。機　　　　　　材１．

３． 電　気　保　安　技　術　者 事業用電気工作物に係る工事においては、電気保安技術者を置くものとする。

また、電線相互の接近により誘導障害が生じるおそれがある場合は、多条敷設は行わないこと。

る技術基準を定める省令」における関連事項に適合した資材の使用、及び施工を行うこと。

接　 地 　の 　種 　別 記　　 号 接地抵抗値 接　　  地　　  極

Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

共　　　　　　　　同

共　　　　　　　　同

Ａ　　　　　　　　種

Ｂ　　　　　　　　種

Ｃ　　　　　　　　種

Ｄ　　　　　　　　種

避　　雷　　設　　備

高   圧   避   雷   器

低   圧   避   雷   器

交　　換　　機　　用

通　　　 信　 　　用

通　　　 信　 　　用

測　　　 定　 　　用

Ｅ A･C･D

ＥA･D

Ｅ A

Ｅ B

CＥ

Ｅ D

ＥL

Ｅ LH

Ｅ LL

Ｅ t

Ｅ At

Ｅ Ct

Ｅ O

接　　地　　極 接地極の材料は下表による。接地極の近くに接地極埋設標９０×１４０×１．５ｔ（黄銅製・刻印）

を設置すること。なお、接地棒 EB（１４）φ の長さは１,５００ｍｍ以上とし、１０φ・１４φは、

Ｗ＝４０として差し支えない。

避雷設備の接地抵抗値は、総合抵抗とする。

本工事における構内交換設備の工事範囲は、以下のとおりとする。

・ 構内交換装置           　　・ 電話機取付け　 （　　　台 ）

・ 配管配線まで本工事         ・ 配管のみ本工事　　　　　　　　・ 配線のみ本工事

工　 事 　範 　囲

構 内 交 換 設 備

電話機１台につき次のものを見込む。

・ TIVF(TIVE)    0.65-2C　　　　　ｍ ・ EM-TIEF(TIEE)    0.65-2C　　　　　ｍ

・ EBT　　　　　 0.4-2P　　 　　　ｍ ・ EM-BTIEE 　　　　0.4-2P 　　　　　ｍ

･ ２号ワイヤプロテクタ　　　　　　ｍ

電 話 機 へ の 配 線

本工事における構内情報通信網設備の工事範囲は、以下のとおりとする。

・ 構内情報通信網装置　 　・ ネットワーク管理装置　 　・ 配管配線まで本工事

・ 配管のみ本工事

工　 事　 範　 囲

構内情報通信網設備

拡声設備において、増幅器などの入出力路と配線との接続は、コネクタなどを取付けて行う

自動火災報知設備において、感知器が作動した場合に受信機及び連動制御機と連動して空調

こと。

機並びに送排風機を停止させる。

インターロック

ガス漏れ警報装置

受　　　信　　　機

ガス漏れ警報装置

検　　　知　　　器

防犯設備工事範囲 ・ 配管のみ本工事     　　・ 機器取付調整まで本工事

・ 液化石油ガス用     　　・ 都市ガス用

・ 単  独  　（ ・ 自立形　   ・ 壁掛形　）

機器と配線の接続

LANケーブルの色

発電機回路に接続されるコンセントは、回路種別が識別できるものとする。発電機回路コンセント

躯体貫通場所 躯体貫通箇所においては探査機を使用し、コンクリート内配筋を避け貫通すること。

多条敷設により埋設管同士を密着させる場合は、「JIS C 3653（附属書含む）」及び「電気設備に関す

　強電配線・弱電配線・その他配管等について、定められた離隔を考慮すること。

(建設業法に関することを除く)

工事に必要な資格４．

５．

６． 工事用電力・水

その他 の費用は、すべて請負者の負担とする。

本工事に必要な工事用電力（仮設電力及び試運転調整用電力等を含む）・水及び諸手続等

８．

官公庁その他への手続き この工事に必要な官公署その他の関係機関への諸手続等は、これに必要な資機材、労務、

及び費用を請負者の負担にて速やかにおこない、その検査に合格すること。

７． 残　　土　　処　　分 ・ 構内指示の場所に堆積 ・ 構外搬出適切処理

他工事との取合い

９． 再　使　用　機　器

・ 構内指示の場所に敷均し

・ 施工区分表による ・ 図面詳細による

耐　震　施　工１０．

スイッチ・コンセント及びプルボックスで用途の判別し難いものは、表示する。表　　　　　示

呼　　び　　線 長さ　１ｍ　以上の入線しない電線管には電線太さ　１．２ｍｍ　以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

・ 第１種電気工事士　 　         ・ 第２種電気工事士(もしくは上位資格)

ＥＢ（１０）φ × 1（L=1,500mm）

ＥＢ（１０）φ × 1（L=1,500mm）

蓋中央部に県章を刻印すること。また、用途別に「高圧」「電気」「弱電」の刻印をすること。

地　中　埋　設　標

・ 鉄製・ コンクリート製・ 樹脂製通信用（矢指色：黄色）

・ 鉄製・ コンクリート製・ 樹脂製電力用（矢指色：赤色）

地中線埋設シート 地下埋設の線路には、標識シートを２倍長以上重ね合わせて布設するものとする。

ハンドホール蓋

マ ン ホ ー ル

告書」（共に添付書類を含む）を提出すること。

工事に際しては、工事着手時に「建設副産物処理計画書」、工事竣工時に「建設副産物処理結果報

か、建設副産物適正処理推進要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。

」・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び建設廃棄物処理指針その他関係諸法令等によるほ

また、「再生資源の利用の促進に関する法律」・「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律

現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分別保管場所

生抑制・再利用・適正処理を推進する。

資源の有効利用・環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設副産物の発建築副産物の処理について

そ　　　の　　　他

・木　　　 く 　　　ず

・汚　　　 　 　　　泥

指定副産物（原則として、再資源化施設へ持込むもの） その他の副産物

・廃　プ　ラ　ス　チ　ッ　ク

・ガラス・陶磁器くず

・廃 石 こ う ボ ー ド

・金　　属　　く　　ず

・繊　　維　　く　　ず

・が　　れ　　き　　類

（コンクリート塊）

（アスファルト コンクリート塊）

・建  設  発  生  土

・廃　　石　　綿　　等

「電気事業法：電気関係報告規則」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関す

管理者に引き渡すこと。

る特別措置法」に従い、報告書の作成・届出を行うとともに、適切に保管できるようにして施設

「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル」（環境省大気保全局）に従い、収集・運

搬・処分を行うこと。

・廃　　Ｐ　　Ｃ　　Ｂ　　等

特別管理産業廃棄物

「再生資源利用計画書」の作成

「建設副産物の処理結果報告書」の作成

「建設副産物の処置計画書」の作成

　分別保管場所からの積込み・運搬・処分

　現場内分別保管場所までの運搬

　現場内分別保管場所の設置

　現場内における分別　　

処　　　　理　　　　内　　　　容

※ 参考受入場所は、現場説明書による。

プルボックス 屋外に設置するものには、事前に水抜き穴を設けること。

・ 特種電気工事資格者(非常用予備発電装置)　          ・ 工事担任者　第　　種(もしくは上位資格)

を設置し集積すること。

屋内においては特記がなければ、F☆☆☆☆製品とし、屋外においても低VOC塗料の使用に努めること。

ＥＢ（　　）φ × 1（L=1,500mm）

・ 一般用電気工作物 ・ 事業用電気工作物電　気　工　作　物２．

また、機材の選定に当たっては、グリーン購入法に適合したものを優先すること。

なお、材料及び製品については、地域産材の使用に努めること。

１４．

１３． フロアプレート

ハイテンション ・ 上下動形　 　・ 外部固定形　 　・ 内部固定形

１２． プレートの材質

ベースは、水平高低調整付（空転防止リング付）とする。　　・ 砲金製　　・ アルミ製

電　　 線　　 管

合成樹脂製可とう

原則として呼び径を22までとする。

環境対応型合成樹脂製可とう管（ＰＦ管）の一重管とする。なお、打込配管として使用する場合、

取外し再使用機器は、原則として清掃並びに絶縁抵抗測定を取外し前後で行った後、取り付けること。

但し、絶縁劣化等再使用に耐えない場合は、監督職員に報告すること。

一般の施設

１５．

１６．

１７．

１８．

１９．

２１．

２２．

２３．

２４．

２５．

２６．

２７．

２８．

２９．

３０．

３１．

３２．

３３．

３４．

設備機器の固定は、すべて「建築設備耐震設計・施工指針」（２０１４年版）によるものとする。

（１）設計用標準震度（Ks）

（２）耐震安全性の分類 （・特定の施設　　　・一般の施設）

（３）地域係数（Z） 地域係数（Z）は、1.0とする。

・ 幹線LAN：赤色　・ 校務LAN：黄色　・ 生徒LAN：水色　・認証ネットワーク：指定なし　・その他：指定なし

建築副産物の処理内容

備　　　　　考

「再生資源利用実施書」の作成

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

機器毎の耐震安全性の分類及び設置場所により以下表より求める。

耐震安全性の分類

特定の施設

一般機器 重要機器 一般機器重要機器

設 置 場 所

上 層 階、

屋上及び塔屋

地階及び１階

中　間　階

2.0

(2.0)

1.5
(1.5)

1.5

(2.0)

1.0

(1.5)

1.5

(2.0)

1.0
(1.5)

(1.5)

(1.0)

(1.0)

1.0
(1.0)
0.6

(1.0)

0.6
(0.6)
0.4

0.6

1.0

３５．

３６．

・ 消防設備士甲種 ４ 類　          ・ あと施工アンカー第　　種施工士(もしくは上位資格)

電　気　設　備　工　事　特　記　事　項

・ 機械設備工事

・ 

構　　　　造 階　　　数 延面積（ ㎡ ） 防火対象物の種別 備　　  考

２．工　事　場　所

３．建　物　概　要

年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

一式 一式

一式一式

一式

一式

一式一式 一式

一式

一式

一式一式 一式

一式

一式

一式 一式 一式

一式

一式 一式

一式一式 一式

一式一式

一式

一式

一式一式

一式一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式一式一式

一式一式

一式一式

一式一式

一式

一式一式 一式 一式

一式 一式 一式

建　　物  　別 工　　　　　　　事　　　　　　　種　　　　　　　別

屋　　　外 備　　　考

・ 電　　灯　　設　　備

・ 動　　力　　設　　備

・ 避　　雷　　設　　備

・ 受　 変 　電 　設 　備

・ 静　止　形　電　源　設　備

・ 発　　電　　設　　備

・ 構内情報通信網設備

・ 構　内　交　換　設　備

・ 情　報　表　示　設　備

・ 映 像 ・ 音 響 設 備

・ 拡　　声　　設　　備

・ 誘　導　支　援　設　備

・ 呼　 出 　し 　設 　備

・ テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

・ 防　　犯　　設　　備

・ 中 央 監 視 制 御 設 備

・ 遠　隔　量　水　器　設　備

・ 構　内　通　信　線　路

・

・ 構　内　配　電　線　路

一式

・ 太　陽　光　発　電　設　備

・ デマンド監視・制御設備

・ 自 動 火 災 報 知 設 備

・

工　事　種　目

４．工　事　種　目　　（ ○印を付けたものを適用する ）

　（１）項目は、○印のついたものを適用する。

　（２）特記事項のうち選択する事項は、○印のついたものを適用する。

３　特　記　仕　様

工　　事　　仕　　様

１　適用仕様等

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の仕様書による。

　（７）「公共住宅建設工事共通仕様書（平成25年版）」　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修

年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

　適用仕様等、図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の基準、指針、要領、標準図等による。

２　補足基準等

　（12）「建築工事の手引き」　福岡県建築都市部編集

　（11）「建築物解体等に係るアスベスト飛散防止対策マニュアル」　環境省大気保全局（環境省アスベスト飛散防止対策研究会）

　（10）「建設廃棄物処理指針」　厚生労働省生活衛生局

　（９）「建築工事安全施工技術指針・同解説」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、県担当者と協議すること。

ただし、改定内容で発注仕様の変更、又は工事価格の変更が生じる場合は、県担当者と協議すること。

　（８）「建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）」　独立行政法人　建築研究所監修

一式

一式

改修　一式

100mm

70mm

50mm

（左右・上下）
間隔（ｂ）

２００ 〃

１５０ 〃

５０以下

呼び径

埋設管の

０．５ｍ

０．３ｍ

根切り深さ

１以上1.5m未満

根切り深さ

０．５ｍ

０．４ｍ０．２ｍ

０．５ｍ地 下 埋 設 物

地 中 電 線 管 類

１m未満

　ゆとり幅（ａ）及び埋設管相互の間隔（ｂ）は、下表を参照のこと。

ゆとり幅（ａ）
根切り深さ

・床堀幅は、埋設管類などの外径（底面）の寸法にゆとり幅×2を加えたものとする。

　法付工法の法幅は、根切り深さに0.3を乗じたものとする。

・根切り深さが1.5m未満の場合は直堀工法とし、1.5m以上の場合には法付工法とする。

＋ＧＬ
（ＧＬ－６００の場合）

地 中 埋 設 配 管２０．

建　　　　物　　　　名　　　　称

1.5m以上

　（１）「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（２）「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（３）「公共建築工事標準仕様書（建築工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（４）「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（１）「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（２）「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（３）「建築工事標準詳細図（建築工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

　（４）「電気設備工事監理指針（平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「機械設備工事監理指針（平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「建築工事監理指針（平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（７）「建築改修工事監理指針（平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・ 金属製（防水形配線器具を除く）　　 　・ 樹脂製

また鉄筋等への結束には樹脂被覆を施したバインド線を用いること。

．

．

．

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

独立行政法人国際協力機構　関西センター

受託者名

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通１－５－２

ＪＩＣＡ関西 ９，６６８．２２地上１３階 塔屋２階ＲＣ造、Ｓ造 －１６項イ

改修　一式

ＪＩＣＡ関西

一式一式

改修　一式

改修　一式

改修　一式

電気設備　特記事項

Ｅ－０１

令和　２年　３月

A1:S=NO SCALE

A3:S=NO SCALE

令和 　２年 　３月 ３１日

５０ｍｍ

５０ｍｍ

３００ｍｍ

６００ｍｍ

間隔(b)

法 幅

ゆとり幅(ａ) 間隔(b)

良質土（山砂など）

掘削土埋戻し

地中線埋設シート



A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

独立行政法人国際協力機構　関西センター

受託者名

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

ＣＨ３,０００

ＣＨ３,０００

ＣＨ３,０００

ＣＨ２,４００

ＣＨ２,４００ ＣＨ２,４００

ＣＨ２,９５０

ＣＨ３,０００

ＣＨ３,０００

Ｎ

天井開口
1730×520×２ヶ所

天井開口
830×520×１ヶ所

天井開口
1420×520×６ヶ所

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

A

A

B

B

D D

DD

DD

D D

C C

CC CC

C

CC

C CC

C

C

D D

DD

CC CC CC CC

A

B

C

D

Ｅ－０２
令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

電灯・弱電・自動火災報知設備　１階平面図（更新・撤去）



ＣＨ２,８００

ＣＨ２,８００

ＣＨ２,８００

ＣＨ２,６００

A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

独立行政法人国際協力機構　関西センター

受託者名

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

ＣＨ２,８００

Ｎ

D D D

BBBBB

BBBBB

B

B

B

B

B

B

D

Ｅ－０３

令和　２年　３月

令和 　２年 　３月 ３１日

電灯・弱電・自動火災報知設備　２階平面図（更新・撤去）



A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

独立行政法人国際協力機構　関西センター

受託者名

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

ＣＨ２,８００ＣＨ２,８００ＣＨ２,８００ＣＨ２,８００ＣＨ２,８００ＣＨ２,８００

ＣＨ２,８００

Ｅ－０４

令和　２年　３月

令和 　２年 　３月 ３１日

電灯・弱電・自動火災報知設備　３階平面図（更新・撤去）

Ｎ



A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

独立行政法人国際協力機構　関西センター

受託者名

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

ＣＨ２,８００

ＣＨ２,４００ ＣＨ２,４００

ＣＨ２,８００

ＣＨ２,４００

ＣＨ２,４００

ＣＨ２,８００

Ｎ

C

CCCC C C C C

CC

A A

D

D

D

C C

A

CCC

D

Ｅ－０５

令和　２年　３月

令和 　２年 　３月 ３１日

電灯・弱電・自動火災報知設備　４階平面図（更新・撤去）



A1:S=1/100
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工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

独立行政法人国際協力機構　関西センター

受託者名

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

ＦＣＵ

241-8

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-12

ＦＣＵ

241-6

ＥＨ

１

ＥＨ

１

×６

×４ ×２

ＦＣＵ

241-6

×２

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-8

ＦＣＵ

243-6

×６

ＦＣＵ

243-6

×２

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

243-6

×４

ＦＣＵ

241-8

×２

ＦＣＵ

243-8

×２
ＦＣＵ

243-8

×２

ＦＣＵ

241-8

×２

ＦＣＵ

247-12

ＦＣＵ

247-6

ＦＣＵ

247-6

×５

１

ＥＨ ×９

ＦＣＵ

241-6

Ｅ－０６

令和　２年　３月

令和 　２年 　３月 ３１日

幹線・動力設備　１階平面図（更新）

Ｎ

ＦＣＵ

241-8

ＦＣＵ

241-12

×3

×6

ＦＣＵ

241-8
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工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

独立行政法人国際協力機構　関西センター

受託者名

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

ＦＣＵ

243-12

×２
ＦＣＵ

243-8

×２
ＦＣＵ

243-8

×４ＦＣＵ

243-12

×４

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-6

ＦＣＵ

241-4

×２

ＦＣＵ

241-4

×４

ＦＣＵ

241-6

×６

ＦＣＵ

241-6

×２

令和　２年　３月

Ｅ－０７
令和 　２年 　３月 ３１日

幹線・動力設備　２階平面図（更新）

Ｎ

ＦＣＵ

241-6



A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

独立行政法人国際協力機構　関西センター

受託者名

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ

243-8

ＦＣＵ

243-8

×２ ×２ ×２ ×２ ×２ ×２

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

Ｅ－０８

幹線・動力設備　３階平面図（更新）



A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

独立行政法人国際協力機構　関西センター

受託者名

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

ＦＣＵ

241-6

×２

ＦＣＵ

241-6

×４

×４
ＥＨ

１

×４
ＥＨ

１

ＦＣＵ

241-6

×４
ＦＣＵ

241-6

×４

ＦＣＵ

243-3

×２

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

Ｅ－０９

幹線・動力設備　４階平面図（更新）



（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

独立行政法人国際協力機構　関西センター

業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図

受託者名

工　事

名　称

図　面

名　称

番　号

図　面

A1:S=1/100

A3:S=1/200

縮　　 尺

ＦＣＵ

246-6

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

×３

Ｅ－１０

幹線・動力設備　５階平面図（更新）
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X1 X2 X4 X5 X6 X7 X8 X9X3 X10 X11

Y1

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y2

Y3

RB

RA

A階段

ﾀﾗｯﾌﾟ室2

客室廊下

風の塔(ﾗｳﾝｼﾞ上部)
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾙｰﾑ

湯 沸
洗濯室

ﾀﾗｯﾌﾟ室1

前室

B階段

501

502
503 504

505
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508
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避難ﾊﾞﾙｺﾆｰ

煙突(1)

PS

PS

PS

PS

PS

PS

PS

EV1 EV2

UB

UB
UB

UB UB

UB
UB

UB

UB

UB

EPS

渡り廊下庇 　 　

ﾃﾆｽｺｰﾄ上部

ﾊﾟｰｺﾞﾗ

EVﾎｰﾙ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ

中庭上部
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A1:S=1/100

A3:S=1/200

独立行政法人国際協力機構　関西センター

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事 Ｅ－１１

令和　２年　３月

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

受託者名

令和 　２年 　３月 ３１日

受変電設備　単線結線図・配電盤リスト（更新）



ＣＨ３,０００

ＣＨ３,０００

ＣＨ３,０００

ＣＨ３,０００

ＣＨ３,０００

ＣＨ３,０００

ＣＨ３,０００

ＣＨ３,０００

ＣＨ２,４００

ＣＨ２,４００ ＣＨ２,４００

ＣＨ２,９５０

※この室の空調機はルーバー天井内

※凡例は４階平面図参照

ＣＨ３,０００

A1:S=1/100

A3:S=1/200

Ａ－０１
工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

独立行政法人国際協力機構　関西センター

受託者名

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

天井改修１階平面図（改修範囲図）

既設点検口撤去再取付

SPヘッド30φ

点検口新設

既設点検口撤去再取付

SPヘッド30φ

点検口新設

点検口新設

SPヘッド30φ

既設点検口撤去再取付

点検口新設

点検口新設

既設で点検口4箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。既設で点検口2箇所あり、

再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口3箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口4箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設点検口撤去再取付

既設点検口撤去再取付

SPヘッド30φ

既設で点検口6箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

SPヘッド30φ

SPヘッド30φ

制気口天井開口
500×500

SPヘッド30φ

既設で点検口1箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口1箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

間仕切り修正して下さい

SPヘッド30φ

既設で点検口1箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

SPヘッド30φ

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口3箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

SPヘッド30φ

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

SPヘッド30φ

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

制気口天井開口
82×5000

制気口天井開口
82×5000

SPヘッド30φ
SPヘッド30φ

SPヘッド30φ

SPヘッド30φ

SPヘッド30φ

SPヘッド30φ SPヘッド30φ

SPヘッド30φ SPヘッド30φ

既設で点検口6箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口1箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。 SPヘッド30φ SPヘッド30φ

制気口天井開口
82×1500

制気口天井開口
82×1500

SPヘッド30φ　×６カ所

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

制気口天井開口
82×1500

制気口天井開口
82×1500

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

SPヘッド30φ SPヘッド30φ

FCU天井開口
1420×520

FCU天井開口
830×520

FCU天井開口
1420×520

FCU天井開口
1420×520

FCU天井開口
1420×520

FCU天井開口
1420×520

FCU天井開口
1420×520

FCU天井開口
1420×520FCU天井開口

1420×520FCU天井開口
1420×520

FCU天井開口
1420×520

FCU天井開口
1420×520

FCU天井開口
1420×520

FCU天井開口
1730×520

FCU天井開口
1730×520

FCU天井開口
1730×520

FCU天井開口
1730×520

SPヘッド30φ

SPヘッド30φ

SPヘッド30φ

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口1箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。 SPヘッド30φ

令和　２年　３月

令和 　２年 　３月 ３１日

Ｎ

Ｂ

Ｂ

Ｅ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ



ＣＨ２,８００

ＣＨ２,８００

ＣＨ２,８００

ＣＨ２,８００ ＣＨ２,８００

ＣＨ２,７５０

ＣＨ２,５００

ＣＨ２,８００

ＣＨ２,８００

ＣＨ２,６００

スクリーン取外し、再取付

A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

独立行政法人国際協力機構　関西センター

受託者名

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

天井改修２階平面図（改修範囲図）

SPヘッド30φ SPヘッド30φ

SPヘッド30φ SPヘッド30φ

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口3箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。SPヘッド30φ SPヘッド30φ 既設で点検口3箇所あり、

再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口3箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

FCU天井開口
2190×520

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設FCU撤去
2190×520

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

FCU天井開口
2190×520

既設FCU撤去
2190×520

既設FCU撤去
2190×520

天井点検口撤去

天井点検口新設
FCU天井開口
1730×520

FCU天井開口
1730×520

既設で点検口1箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

FCU天井開口
2190×520

FCU天井開口
2190×520

FCU天井開口
2190×520

FCU天井開口
1730×520

FCU天井開口
1730×520

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

天井点検口撤去

既設FCU撤去
1730×520

天井点検口新設
FCU天井開口
1730×520天井点検口新設

既設FCU撤去
1730×520

天井点検口撤去

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

FCU天井開口
1730×520

FCU天井開口
2190×520

天井点検口新設

既設FCU撤去
2190×520

天井点検口撤去

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

既設で点検口2箇所あり、
再使用できるなら
再使用でも結構です。

天井点検口新設

既設FCU撤去
2190×520

天井点検口撤去

SPヘッド30φ
既設で点検口1箇所あり、

既設で点検口1箇所あり、

SPヘッド30φ

SPヘッド30φ

SPヘッド30φ

SPヘッド30φ

既設で点検口4箇所あり、

既設で点検口5箇所あり、

SPヘッド30φ

SPヘッド30φ

Ａ－０２

令和　２年　３月

令和 　２年 　３月 ３１日

Ｎ

Ａ Ａ Ａ
Ａ

Ａ

Ａ Ａ

ＡＡ
Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ



ＣＨ２,８００ＣＨ２,８００ＣＨ２,８００ＣＨ２,８００ＣＨ２,８００ＣＨ２,８００

ＣＨ２,８００

A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

独立行政法人国際協力機構　関西センター

受託者名

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

天井改修３階平面図（改修範囲図）

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

カーテンレール
（天井吊（５ヶ所吊））
取外し再取付

ＣＨ２,８００

SP

SP SP

SPSP SP SPSP SP SP

SPSPSPSPSP

SP

SP SPSP

SPSP

SP

SP SP

SP SP

SP

天井開口
1730×520×４ヶ所

天井開口
1730×520×４ヶ所

天井開口
1730×520×２ヶ所

天井開口
1730×520×１ヶ所

天井開口
1730×520×２ヶ所

Ｎ

Ａ

※凡例は４階平面図参照

Ａ－０３
令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月



ＣＨ２,８００

ＣＨ２,４００ ＣＨ２,４００

ＣＨ２,８００

ＣＨ２,４００

ＣＨ２,４００

ＣＨ２,８００

埋込照明部木製建具（再利用）

吹出口部木製建具（再利用）

A1:S=1/100

A3:S=1/200

工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

独立行政法人国際協力機構　関西センター

受託者名

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

天井改修４階平面図（改修範囲図）

略号表示（天井仕上）

化粧石膏ボード　厚９．５（木目調）

ルーバーシステム天井

ロックウール吸音板　厚１２（石膏ボード　厚１２．５捨貼）

繊維混入ケイ酸カルシウム板　厚８．０　底目地貼　ＥＰ（Ｇ）塗

ＧＢ　厚１２．５＋９．５の上ビニールクロス貼（改修のある室の天井クロスは全面貼替え）

天井と壁の取合いはアルミ製廻り縁新設

照明器具等設備器具の取外し、再取付は本工事（電気設備）とし、

開口（仕上のみ撤去の場合補強は再利用）は本工事とする

化粧石膏ボード　厚９．５（木目調）竿縁天井

天井撤去及復旧部に掛かる点検口は取外し及新設とする（仕上のみ撤去の場合開口補強再利用）

建築工事標準詳細図　３－０１－１～４、８・３－１１－１１、１２・３－２１－１～３

　　　　　　　　　　・３－４１・３－４２　参照

凡　例

改修対象室を示す

天井　仕上材取外し及再取付の範囲を示す（下地は存置（仕上共再利用））

天井　仕上材撤去及新設の範囲を示す（下地は存置（仕上共再利用））

天井　仕上材及ＬＧＳ下地撤去及新設の範囲を示す

点検口　アルミ製　６００角新設

点検口　アルミ製　４５０角新設

既存点検口　アルミ製　４５０角取外及新設

既存点検口　アルミ製　４５０角取外及新設

特記なき限り国土交通（旧建設）大臣官房官庁営繕部監修・建築工事共通仕様書（最新版）による。

制気口天井開口
450×450

制気口天井開口
450×450

既設で点検口1箇所あり、

SPヘッド30φSPヘッド30φ

天井点検口新設

点検口を設けませんが、
天井を外せるようにして下さい。

SPヘッド30φ SPヘッド30φ

既設で点検口7箇所あり、

SPヘッド30φ

既設で点検口9箇所あり、

制気口天井開口
150×150

制気口天井開口
150×150

既設で点検口1箇所あり、

既設で点検口1箇所あり、

FCU天井開口
830×520

FCU天井開口
830×520

SPヘッド30φ

SPヘッド30φ

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

Ａ－０４

Ｎ

室　名

６０

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ｆ

Ｆ Ｆ



工　事

名　称 番　号業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 縮　　 尺図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

図　面
大　阪　事　務　所

独立行政法人国際協力機構　関西センター

受託者名

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

１階　フロント廻り平面図（床暖房改修）

３　方

床暖房詳細図　　１：２

カウンター下

１階　フロント廻り平面図（床暖房改修）　１：５０

参考図

参考図

Ａ－０５

A1:S=1/50

A3:S=1/100

：床暖房改修の範囲を示す
　（既存タイルカーペット撤去、タイルカーペット切断含む）
　（位置は現場決定）

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

ＳＵＳ３０４　厚１．２（加工）

皿ビス止め＠４５０以内

あと施工アンカーＭ１０　＠９００以内

四周枠　桧　９０×４５
　　　　（８５×３３．３仕上）

コンクリートビス止め＠４５０以内

皿ビス止め＠４５０以内

四周枠　桧　９０×４５
　　　　（８５×３３．３仕上）

既存カウンター

ＳＵＳ３０４　厚１．２（加工）

皿ビス止め＠４５０以内

あと施工アンカーＭ１０　＠９００以内

長尺塩ビシート　厚２．８

ラワン合板　厚９

床暖房シート　厚０．５

ラワン合板　厚９

断熱材　ポリプロピレン硬質発泡体　厚１２

既存コンクリート床スラブ

長尺塩ビシート　厚２．８

ラワン合板　厚９

床暖房シート　厚０．５

ラワン合板　厚９

断熱材　ポリプロピレン硬質発泡体　厚１２

既存コンクリート床スラブ

床暖房シート

コントローラー設置位置
（壁付）

既存タイルカーペット
（必要に応じて切断する）

既存タイルカーペット
（必要に応じて切断する）



A1:S=1/100

A3:S=1/200

番　号

縮　　 尺

図　面

独立行政法人国際協力機構　関西センター

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

仮設計画　１階平面図

プレハブ冷凍冷蔵庫

Ｎ

工事部分養生の範囲を示す

通路部分養生範囲を示す

階段、エレベーター養生範囲を示す

※仮設計画
　・足場は脚立足場（並列）とする。
　　尚、事務机、コピー機、その他備品等の移動は出来ない為現状のまま養生し施工する。
　　（養生はシート養生とし、必要に応じて合板を併用して養生する事）
　・執務並行改修工事の為工事可能時間が金曜日業務終了時以降から月曜日業務開始前迄の為
　　１週当りの工事範囲は天井仕上復旧、清掃までやり切れる範囲で適切に工区分けし、
　　複数回に分けて施工する事。
　　又、搬入搬出経路の養生は毎回撤去する事。

Ａ－０６
工　事

名　称業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所
受託者名

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月



A1:S=1/100

A3:S=1/200

番　号

縮　　 尺

図　面

独立行政法人国際協力機構　関西センター

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

仮設計画　２階平面図

工　事

名　称業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所
受託者名

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

Ａ－０７

Ｎ



A1:S=1/100

A3:S=1/200

番　号

縮　　 尺

図　面

独立行政法人国際協力機構　関西センター

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

仮設計画　３階平面図

工　事

名　称業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所
受託者名

令和 　２年 　３月 ３１日

令和　２年　３月

Ａ－０８

Ｎ



A1:S=1/100

A3:S=1/200

番　号

縮　　 尺

図　面

独立行政法人国際協力機構　関西センター

JICA関西　低層階ファンコイルユニット更新工事

仮設計画　４階平面図

工　事

名　称業 務 完 了 年 月 日

管理技術者 技　術　者 製 　図 図　面

名　称

（株）総合設備コンサルタント

大　阪　事　務　所
受託者名

令和 　２年 　３月 ３１日
Ａ－０９

令和　２年　３月

Ｎ
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